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～子供たち一人一人のよさを伸ばし、よさを活かす～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 1 月 

 埼玉県教育委員会  

   



は じ め に 

 

埼玉県学力・学習状況調査は、「学習したことがしっかりと身に付いているか」と

いう従来の調査の視点に、「児童生徒一人一人の学力がどれだけ伸びているのか」と

いう新たな視点を加えた自治体初の調査として、本年度１０回目の節目を迎えまし

た。 
本年度より、埼玉県学力・学習状況調査を県内６２の市町村でＣＢＴでの実施い

たしました。ＣＢＴ化に伴い、これまで得られなかった解答時間と見直し時間とい

った結果（解答ログ）が加わったことで、よりきめ細かな指導が可能になりました。 
本報告書では、調査の詳細や、校内での帳票の活用方法の例、これまでの実施状

況から見えてきたこと、調査結果の分析による指導のポイントなどを、分かりやす

くまとめています。 
今回の分析結果の一つに、苦手などの感情をコントロールして、学習へ向き合お

うとする児童生徒ほど、学力も高い傾向が見られました。各学校においては、苦手

なことを克服しようという気持ちを育む指導を行っていただく際に、解答ログから

粘り強く取り組んでいる様子を把握することができるようになりました。この結果

の他にも、各種分析を行っております。教職員の経験や勘だけでなく、エビデンス

に基づいた児童生徒一人一人をより一層伸ばすための指導・支援について、校内研

修をはじめ、教職員で話し合う機会などで積極的に御活用ください。 
 来年度も本調査をＣＢＴで実施する予定のため、各学校におかれましては、教育

活動の中でタブレット端末等を積極的に御活用いただきますようお願いいたします。

県といたしましても、児童生徒一人一人の学力と学習意欲を確実に伸ばす教育を引

き続き推進してまいります。 

 今後とも、御理解・御協力をお願いいたします。 

 

 令和７年１月 
埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課長 

髙 田  淳 子 

 



児童生徒一人一人の

学力を確実に伸ばす

【 市町村教育委員会・学校の取組 】
・調査データに基づき、児童生徒の実態を多角
的・多面的に分析・把握
・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善PDCAサイクルの確実な実施
・校内研修等で学力を伸ばした取組の共有

【 児童生徒・家庭の取組 】
・自分自身の成長（伸び）を実感し、自己効力感を
高めながら次の学びへの挑戦（児童生徒）
・「よいところ」「努力が必要なところ」を把握し、一
緒に具体的な目標の設定（保護者）

【 県教育委員会の取組 】

総合的な支援
・全ての小・中学校等、児童生徒への支援
・各市町村・学校における取組の共有を促進
・調査データの分析結果の普及
・効果的な取組を県内で広く共有

主な取組
・学力向上推進協議会の実施
・県学調結果の分析や効果的な活用のため
の支援
・優れた指導技術の共有・普及（映像・アクション
リサーチ）
・「主体的・対話的で深い学び」の視点による質
問調査

重点的な支援
・特に支援が必要な市町村・学校への対応
・特に学習のつまずきが見られる学年・教科等へ
の対応
・各市町村・学校の実態に応じた課題に対する支援

主な取組
・県学調結果に基づく市町村や学校に対する支
援
・「未来を生き抜く人材育成」学力保障スクラム
事業
・学力向上研究校指定事業
・学力向上プロジェクト教員の配置

これまでの成果
○「主体的・対話的で深い学び」は学習方略、
非認知能力の向上を通じて学力を向上さ
せる相関があること
○学級経営が、主体的・対話的で深い学び
の実現や学習方略、非認知能力の向上に重
要であること

○「よいところを」認められた児童生徒は自
己効力感が向上し、どの学年・教科でも学
力が高い傾向があること

埼玉県学力・学習状況調査
の実施・結果返却

調査から見えてくる！
学力・学習の伸び

非認知能力・学習方略の状況
学習に対する意欲・態度の状況
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     第１章 

      調 査 の 概 要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本調査の目的や調査の内容等について掲載してい

ます。 

 さらに、令和６年度からＣＢＴ全面実施に伴い、

問題の正誤の状況に加えて解答時間等も把握するこ

とができるようになり、各学校での児童生徒の状況

について、分析の幅が広がりました。 



１ 調査の概要 

 

（１）調査の目的 

       本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導 

   の工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

 

（２）調査の対象 

        県内市町村教育委員会、小・中学校及び義務教育学校並びに小・中学校及び義務

教育学校に在籍する児童生徒。（教育委員会、小・中学校ともにさいたま市を除く） 

    【実施校数（実施人数）】 

      ・小学校   ６８６校（１３７，３６７人） 

      ・中学校   ３５１校（１２８，８８３人） 

     ・義務教育学校   ３校（    ５１８人） 

     ・県立中学校   １校（    ２３４人） 

 

（３）調査の内容・方法 

  ア 調査の内容 

   (ア) 児童生徒に対する調査 

     a 教科に関する調査 

      (a) 対象学年及び対象教科 

        小学校第４学年から第６学年まで  国語、算数 

        中学校第１学年          国語、数学 

        中学校第２学年及び第３学年    国語、数学、英語 

        義務教育学校第４学年から第９学年まで（小・中学校の該当学年に準ずる） 

       (b) 出題範囲 

        学習指導要領に示された内容のうち調査する各学年の前学年までの内容 

     b 質問調査 

      学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

   (イ) 学校及び市町村教育委員会に対する調査 

    学校における教育活動並びに学校及び市町村における教育条件の整備等に関する

事項 

  イ 調査の方法 

       ＣＢＴ（Computer Based Testing） 
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（４）調査実施日等 

  ア 実施日 

   令和６年４月２４日（水）～５月２２日（水）  

  イ 調査時間 

   (ア) 教科に関する調査は各教科１単位時間 

     （小学校１教科４０分、中学校１教科４５分） 

   (イ) 質問調査は小学校、中学校とも２０～３０分程度 
 
 

２ ＣＢＴ化と解答ログ 

 

 令和６年度の本調査から、パソコンやタブレットを使用したＣＢＴを全校で実施しまし

た。動画で授業場面を再現した出題が可能となり、児童生徒の日頃の学習に即した出題が

可能となりました。教師の指導方法の工夫・改善だけでなく、児童生徒が何度も見直しに

時間をかけた問題を把握することで、学習支援が必要な児童生徒を早期発見することによ

り、児童生徒一人一人の更なる学力や学習意欲の向上につながっていきます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 正誤の状況に加えて解答時間等を分析することで、よ

り細かく児童生徒のつまずきを把握した指導改善が可能 

○ 動画で授業場面を再現した出題

が可能 

【参考例】映像を活用した問題 【参考例】個人結果票の一部 
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     第２章 

調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 令和元年度から令和６年度の６年間の「教科に関

する調査」の結果から、県全体の「学力の伸び」の

状況についての分析や、今後の対応策等について掲

載しました。 

 また、参考資料として、児童生徒質問調査の質問

項目、学習方略や非認知能力の質問項目について掲

載しています。 



１ 「学力の伸び」の状況（令和元年度～令和６年度） 

 （１）「学力のレベル」の経年変化（令和元年度から令和６年度の６年間） 

○ どの学年も過去の同学年と同等のレベルに達している。 

○ 多くの学年・教科で、学年が上がるごとに着実な「学力の伸び」が見られる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※表の数値は、各学年の「学力のレベルの平均値」を表している。 

  ※各学年の学力のレベルは下記の範囲内【３６段階（１２レベル×３層）】で設定している。 

 
 （２）各学年における各教科の領域ごとの解答ログの結果 

  〔国語集計結果〕 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

  ○小学校 

学年が上がるにつれて、「言葉の特徴や使い方」と「情報の扱い方、我が国の言語文化」の領

域で、時間が短くなる傾向がある。 

一方で、「読むこと」の領域では、学年が上がるにつれて、時間をかけている傾向がある。ま

た、見直し時間では、どの学年も５分以上時間をかけて取り組んでいる。 

○中学校 

「言葉の特徴や使い方」の領域では、どの学年も同程度の時間をかけていることが分かる。ま

た、２年生は「情報の使い方、我が国の言語文化」の領域に時間をかけていること、見直しにど

の学年よりも長い時間を取っていることが分かる。 

小学校第４学年 小学校第５学年 小学校第６学年 中学校第１学年 中学校第２学年 中学校第３学年 

１～２１ ４～２４ ７～２７ １０～３０ １３～３３ １６～３６ 
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〔算数、数学集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ※中１については、小学校「数と計算」より出題されている。 

○小学校 

「数と計算」と「図形」の領域では、学年が上がるにつれて、時間をかけている傾向がある。 

５年生は、「変化と関係」の領域で他の学年よりも時間をかけているが、「データの活用」の時

間が短くなっている。 

学年が上がるにつれて「見直し時間」が減少傾向となっている。 

○中学校 

「数と式」の領域は、どの学年も同程度の時間をかけている。学年が上がるにつれ、「図形」

と「関数」の領域で減少し、「データの活用」の領域と「見直し時間」が増加する傾向にある。 

 

〔英語集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞くこと」「読むこと」の領域では、学年が上がるにつれて増加傾向であり、「話すこと（発

表・やりとり）」「書くこと」の領域は横ばいとなっている。 

 「見直し時間」は、学年が上がるにつれて短くなっている傾向である。 
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２ 調査からみられた傾向 

 

 

 

 

 ① 学習方略（努力調整方略）と学力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 努力調整方略を伸ばすための取組例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○県学調で調査している努力調整方略とは、「苦手」などの感情をコントロールして学習へ向き

合おうとする意識です。 

○令和６年度調査では、学習方略を伸ばした生徒の学力を伸ばした割合が高いことが分かりまし

た。その中でも、特に、努力調整方略の「伸び」と学力の「伸び」に正の相関があることが分

かりました。 

【参考①】県学調の分析から分かったこと 

      

② 

④ 

 

 
【①～④】主体的・対話的で深い学びは、子供たちの「非認知能力」や「学習方略」の向上を通じて、学力を向上させる。 

【⑤～⑦】「学級経営」が、「主体的・対話的で深い学び」の実現や、子供たちの「非認知能力」「学習方略」の向上に重要である。 

  

【参考②】令和５年度調査の分析から 

自己効力感を伸ばしている児童生徒 × 学力の「伸び」 

自己効力感を伸ばしている児童生徒 × 学習方略・他の非認知能力の向上 

 詳細については、令和 5年度 埼玉県学力・学習状況調査報告書 - 埼玉県 (saitama.lg.jp)を御参照ください。 

努力調整方略の「「伸伸びび」」  × 学力の「「伸伸びび」」 
ＲＲ６６ 

正の相関を確認 

努力調整方略 

中３ 学習方略を伸ばした生徒が学力を伸ばした割合 

努力の過程を実感させる声かけを

します 

児童生徒の粘り強い取組を継続し

て支援します 

児童生徒のがんばりを見える化し

ます 

個々の目標を目指して努力して

いる児童生徒それぞれの段階に

合った声かけをします 

苦手だけど 

あきらめないぞ！ 

（１） 「学習方略（努力調整方略）」と「学力」 
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 ① 以前に学習した知識のつながりと学力 

 

 

 

 

 

 

 

       

   
  

   
     (*)学力層別の 「よくあった」「ときどきあった」と回答した割合 

上位は学年の２５％以上、中位は２５％以上２５％未満、下位は２５％以下 

 

 ② 個々の知識を結び付け、深い学びを促すための取組例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２） 「学びの系統性」と「学力」 

○児童生徒質問調査の質問項目「授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったことが

どれくらいありましたか」の回答と学力の関係について、正の相関関係が見られました。 

○令和４年度調査で、以前の知識とつながった経験があった児童生徒は、学力が高い傾向（*）に

あることが分かっておりましたが、今年度新たに重回帰分析を行い、確かなものとなりました。 

以前の学習した知識の「「つつななががりり」」  × 学力 

小６ 授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったことがどれくらいありましたか 

中３ 授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったことがどれくらいありましたか 

 

児童生徒が、身に付けた知識を活

用して問題解決ができるような授

業を大切にします 

「見方・考え方」を働かせながら、

知識を相互に関連付けていく声か

けをします 

あの時学んだことは 

ここにつながるのか！ 
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（３） 「学びの系統性」と「学習の見通し」

【 概 要 】

「授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながった」経験がある児童生徒ほど、自
分自身について「授業の初めに、今日はどんな学習をするのかを把握してから学習に取り

組んだ」経験があると回答する傾向が見られる。

【先生方へのメッセージ】

○ 学習の導入時に、前時や既習事項等の振り返りを児童生徒の学習の定着等を把握しな

がら、意図的な発問を行いましょう。

教材研究時の参考資料：帳票４５の解答ログ（既習事項の正答率と解答時間）

○ 振り返りを行った後に、児童生徒からの意見を聞きながら、本時の学習の見通しを教師

がファシリテートしていきましょう。

○ 教材研究時には、年間指導計画等を把握するとともに、教師自身が既習事項や今後の

学習内容等の学びのつながりを大切にしながら、意図的・計画的に授業を行いましょう。

横軸カテゴリー⇒
縦軸カテゴリー⇒ 授業で学んだことが、以前に学習した知識とつながったこと

授業の初めに、今日はどんな学習をするのかを把握してから学習に取り
組んだこと

小学校５年

小学校４年

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、
または全くなかった

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、
または全くなかった
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小学校６年

中学校１年

中学校２年

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、

または全くなかった

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、
または全くなかった

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、
または全くなかった

中学校３年

よくあった

ときどきあった

どちらともいえない

あまりなかった

ほとんど、

または全くなかった
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（４） 「場面に応じた優しい言葉遣い」と「自分の考えの変容」

【 概 要 】

「相手の気持ちを考え（*1）、優しい言葉遣いができている」と回答する児童生徒ほど、「話
し合いや集めた資料から、自分の考えが変わったり、深まったりする（*2）」傾向がある。
（*1）中学校では、「相手の気持ちやその場の状況を考え」と質問
（*2）小４、小６、中２は前学年の国語について、小５、中１、中３は前学年の算数、数学につ
いての質問

【先生方へのメッセージ】

○ 道徳で、相手の気持ちや置かれている状況、困っていることなどを自分のこととして想

像する場面を設定したり、学校生活の中で相手のことを考え、親切な行為を自ら進んで

行っていることへの称賛をしたりしましょう。

○ 発表し合う機会を提供し、失敗を恐れない、間違いやできないことが笑われない、お互

いに関心を抱き合う授業を展開し、共感的な人間関係を育成していきましょう。

横軸カテゴリー⇒
縦軸カテゴリー⇒ 話し合いや集めた資料から、自分の考え方が変わったり、深まったりしたこ

と

相手の気持ちやその場の状況を考え、優しい言葉遣いができていますか

小学校４年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

小学校５年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない
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小学校６年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

中学校１年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

中学校２年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

中学校３年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない
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（５） 「学力」と「場に応じた態度」

【 概 要 】

学力の上位２５％は、「人の集まるところでは静かにし、その場にふさわしい態度をとることが

できている」、「よくできている」と回答している。一方で、「あまりできない」「できない」と回答し

ている児童生徒の割合は、学力の下位２５％が多くなる傾向がある。

【先生方へのメッセージ】

○ 児童生徒が「人の集まるところでは静かにし、その場に応じたふさわしい態度」をとることが

できると思うためには、学校生活の中でのプラスの声かけ（小さなこと、当たり前のことでも称

賛し、それを積み重ねていく等、できていることを実感させること）が何より大切です。日々の

授業や生活の中での声掛けを継続的に行っていきましょう。

○ ガイダンスを充実し、児童生徒が主体的な取組となるよう学級や学年集会等で話をしましょう。
参考資料：文部科学省「生徒指導提要（改訂版）」P.26『1.3.3 ガイダンスとカウンセリング』

https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf

横軸カテゴリー⇒
縦軸カテゴリー⇒ 人の集まるところでは静かにし、姿勢を正すことができていますか

学力層

小学校４年 中学校１年

小学校５年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

中学校２年

小学校６年 中学校３年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

国 語
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よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

小学校４年 中学校１年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

小学校５年 中学校２年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

小学校６年 中学校３年

よくできる

だいたいできる

あまりできない

できない

中学校２年 中学校３年

算 数、数 学

英 語
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② 

④ 

【参考資料】これまでの分析から分かってきたこと（概要） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
なお、平成 28 年度から令和元年度まで実施したデータ活用事業の分析結果等の詳細につきましては、

ホームページを御覧ください。（https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html） 

【帳票４０】を活用することで、 

児童生徒一人一人の非認知能力や学習方略について分析することができます。 

 「主体的・対話的で深い学び」の実施に加えて、「学級経営」が、子供の

「非認知能力」「学習方略」を向上させ、子供の学力向上につながる。 

【①～④】主体的・対話的で深い学びは、子供たちの「非認知能力」や「学習方略」 

     の向上を通じて、学力を向上させる。 

【⑤～⑦】「学級経営」が、「主体的・対話的で深い学び」の実現や、子供たちの 

     「非認知能力」「学習方略」の向上に重要である。 

        →「学級経営」がよいほど、「主体的・対話的で深い学び」が実現しやすい。 

         「学級経営」がよいほど、「非認知能力」「学習方略」を伸ばす。 
 

平成 28 年度から令和元年度のデータ活用事業の分析から分かったこと 

・「主体的・対話的で深い学び」の実施に加えて良い学級経営（落ち着いた学級づくり）が、学力や

非認知能力を向上させ、子供の学力向上につながっている 
・保護者や地域の方々が積極的に諸活動と関係している学校は、良い学級経営（落ち着いた学級

づくり）を実現している傾向がある 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現には、「授業に対する教員の意識変容」と「専門的な指導を
受けながらの継続的授業改善」が重要である 

・学力や学習方略が伸びた子供は教員との関係性が良い傾向がある 

・毎年の子供たちの非認知能力を高めることが、学力の維持向上に重要である 
・学級内における周囲との学力差は学力や非認知能力の変容に影響する 
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【参考資料】学習方略や非認知能力の質問事項  

 

項 目 説 明 

学習方略 
 子供が学習効果を高めるために意図的に行う活動（学習方法や態度）

であり、次の①～⑤に分類される。 
① 柔軟的方略 … 自分の状況に合わせて学習方法を柔軟に変更していく活動 
 （例）勉強の順番を変えたり、分からないところを重点的に学習したりする など 
② プランニング方略 … 計画的に学習に取り組む活動 
 （例）勉強を始める前に計画を立てる など 
③ 作業方略 … ノートに書く、声に出すといった、「作業」を中心に学習を進める活動 
 （例）大切なところを繰り返し書く など 
④ 認知的方略 … より自分の理解度を深めるような学習活動 
 （例）勉強した内容を自分の言葉で理解する など 
⑤ 努力調整方略 … 「苦手」などの感情をコントロールして学習への意欲を高める活動 
 （例）分からないところも諦めずに継続して学習する など 
【児童生徒質問の項目】 
柔軟的方略     勉強のやり方が、自分にあっているかどうかを考えながら勉強する 
          勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる 
          勉強しているときに、やった内容をおぼえているかどうかをたしかめる 
          勉強する前に、これから何を勉強しなければならないかについて考える 
 
プランニング方略  勉強するときは、さいしょに計画をたててからはじめる 
          勉強をしているときに、やっていることが正しくできているかどうかをたしかめる 
          勉強するときは、自分できめた計画にそっておこなう 
          勉強しているとき、たまに止まって、一度やったところを見なおす 
 
作業方略      勉強するときは、参考書や事典などがすぐ使えるように準備しておく 
          勉強する前に、勉強に必要な本などを用意してから勉強するようにしている 
          勉強していて大切だと思ったところは、言われなくてもノートにまとめる 
          勉強で大切なところは、くり返して書いたりしておぼえる 
 
認知的方略     勉強するときは、内容を頭に思い浮かべながら考える 
          勉強をするときは、内容を自分の知っている言葉で理解するようにする 
          勉強していてわからないことがあったら、先生にきく 
          新しいことを勉強するとき、今までに勉強したことと関係があるかどうかを考えながら勉強する 
 
努力調整方略    学校の勉強をしているとき、とてもめんどうでつまらないと思うことがよくあるので、やろう 
          としていたことを終える前にやめてしまう 
          いまやっていることが気に入らなかったとしても、学校の勉強でよい成績をとるためにいっし 
          ょうけんめいがんばる 
          授業の内容がむずかしいときは、やらずにあきらめるか簡単なところだけ勉強する 
          問題が退屈でつまらないときでも、それが終わるまでなんとかやりつづけられるように努力する  
出典：心理測定尺度集Ⅳ：子どもの発達を支える〈対人関係・適応〉,(2007).,心理測定尺度集/堀洋道監修.サイエンス社 

項 目 説 明 

非認知能力 

 テストで計測される学力やＩＱなどとは違い、自分の感情をコントロ

ールして行動する力があるなど性格的な特徴のようなものであり、本調

査では次の５種類について質問を行っている。 
① 自己効力感 …  自分はそれが実行できるという期待や自信 
 （例）難しい問題でも自分ならできると考えられる など 
【児童生徒質問の項目】 令和６年度の全学年に質問 

 
 
 
 
 

 自己効力感 授業ではよい評価をもらえるだろうと信じている
教科書の中で一番難しい問題も理解できると思う
授業で教えてもらった基本的なことは理解できたと思う
先生が出した一番難しい問題も理解できると思う
学校の宿題や試験でよい成績をとることができると思う
学校でよい成績をとることができるだろうと思う
授業で教えてもらったことは使いこなせると思う
授業の難しさ，先生のこと，自分の実力のことなどを考えれば，自分はこの授業でよくやっているほうだと思う

出典： 
P. Pintrich, et al.(1991) 
A Manual for the Use of the 
Motivated Strategies for Learning 
Questionnaire(MSLQ) 
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② 自制心 …  自分の意思で感情や欲望をコントロールすることができる力 
 （例）イライラしていても人に八つ当たりしない など 
【児童生徒質問の項目】 令和６年度の小学５年生、中学３年生に質問 

 
 
 
 
 
 

③ 勤勉性 … やるべきことをきちんとやることができる力 
 （例）宿題が出されたらきちんと終わらせる など 
【児童生徒質問の項目】 令和６年度の中学２年生に質問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ やりぬく力 … 自分の目標に向かって粘り強く情熱をもって成し遂げられる力 
 （例）失敗を乗り越えられる など 
【児童生徒質問の項目】 令和６年度の小学６年生に質問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 向社会性 … 外的な報酬を期待することなしに、他人や他の人々の集団を助けようとしたり、 
         人々のためになることをしようとしたりする力 
 （例）相手の気持ちを考える、親切にする など 
【児童生徒質問の項目】 令和６年度の小学４年生、中学１年生に質問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

【児童生徒質問紙の項目】 平成２９年度の小学校５年生、中学校２年生に質問（平成２８年度は、小学校４年生、中学校１年生に質問）
 自制心 授業で必要なものを忘れた

他の子たちが話をしているときに，その子たちのじゃまをした
何か乱暴なことを言った
机・ロッカー・部屋が散らかっていたので，必要なものを見つけることができなかった
家や学校で頭にきて人やものにあたった
先生が，自分に対して言っていたことを思い出すことができなかった
きちんと話を聞かないといけないときにぼんやりしていた
イライラしているときに，先生や家の人（兄弟姉妹を除きます）に口答えをした

出典： 
Tsukayama,E., 
Duckworth, A. L., 
& Kim,  
B.(2013). 
Domain-specific 
impulsivity in school-age 
children. 
Developmental Science, 
16, 879-893. 

出典： 
Goodman R (1997) The Strengths and Difficulties Questionnaire: A Research Note. Journal of Child Psychology 
and Psychiatry, 38, 581-586. 
Goodman R, Meltzer H, Bailey V (1998) The Strengths and Difficulties Questionnaire: A pilot study on the validity 
of the self-report version. European Child and Adolescent Psychiatry, 7, 125-130. 

 勤勉性 うっかりまちがえたりミスしたりしないように，やるべきことをやります
ものごとは楽しみながらがんばってやります
自分がやるべきことにはきちんと関わります
授業中は自分がやっていることに集中します
宿題が終わったとき，ちゃんとできたかどうか何度も確認をします
ルールや順番は守ります
だれかと約束をしたら，それを守ります
自分の部屋や机の周りはちらかっています
何かを始めたら，絶対終わらせなければいけません
学校で使うものはきちんと整理しておくほうです
宿題を終わらせてから，遊びます
気が散ってしまうことはあまりありません
やらないといけないことはきちんとやります

出典： 
Barbaranelli, C., Caprara, G. V., 
Rabasca, A., & Pastorelli, C.(2003). A 
questionnaire for measuring the Big 
Five in late childhood. Personality and 
Individual Differences, 34(4), 645-664. 

【児童生徒質問紙の項目】 平成２９年度の小学校４年生に質問（平成２９年度新規）
 やりぬく力 大きなか題をやりとげるために，しっぱいをのりこえてきました

新しい考えや計画を思いつくと，前のことからは気がそれてしまうことがあります
きょう味をもっていることやかん心のあることは，毎年かわります
しっぱいしても，やる気がなくなってしまうことはありません
少しの間，ある考えや計画のことで頭がいっぱいになっても，しばらくするとあきてしまいます
何事にもよくがんばるほうです
いったん目ひょうを決めてから，その後べつの目ひょうにかえることがよくあります
終わるまでに何か月もかかるようなことに集中しつづけることができません
始めたことは何でもさい後まで終わらせます
何年もかかるような目ひょうをやりとげてきました
数か月ごとに，新しいことにきょう味を持ちます
まじめにコツコツとやるタイプです

出典： 
Duckworth, A. L., Peterson, C., Matthews, M, D., 
& Kelly, D. R.(2007).Grit: Perseverance and 
passion for long-term goals. Journal of Personality 
and Social Psychology, 92(6), 1087-1101. 
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     第３章 

調査結果の活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校における分析等が効果的かつ円滑に行える

よう、分析方法の例を作成しました。 
 

①各学校の実態を把握する 

②分析を行う 

③仮説を設定する 

④検証を行う 
 

調査結果から、各学校の実態を把握し、分析を行

うことで課題等を踏まえた仮説を設定し、その仮説

に基づく取組によって検証を行うといったＰＤＣ

Ａサイクルの確立につなげてください。 



１ 個人結果票、結果帳票の活用 

 

 （１）個人結果票（教科に関する調査結果）の見方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力レベルの見方について 

 学力のレベル表記は、右の表の

とおり１２段階となっております。例示している小学校５年生ではレベル２からレベ

ル８までの間で、学力のレベルが赤いバーの位置で表されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：小学校５年生の教科に関する調査結果の見方 

今年度の調査で測定した 

あなたの学力のレベル 

小４から小５までの 

あなたの学力のレベル 

令和６年度の調査で測定した 

あなたの学力のレベル 

未解答の問題「あり」＝解答を入力していない問題がある 

表示していない問題「あり」＝最後の問題まで表示していない 

教科の領域等別正答率など 領域別の解答時間分布 

※解答に「かけた時間」は、その問題

を解き始めてから最初に解答が保存さ

れるまでの時間です。 

※「見直し等の時間」は、調査全体の

時間から「かけた時間」を引いたもの

です。 

正答率や「かけた時間」を県平均

と比べることで得意・不得意を捉

えるヒントになります。 

※解答に「かけた時間」の県平均は、

正答・誤答に関わらず全ての児童生徒

を対象に集計しています。 

※ルビ版を使用した場合、「かけた時

間」は返却できません。 

県平均と比べて時間をかけた問題 

※全問正解や全問不正解や県平均ほど時間をかけていない場合には、「－」となって返却されます。 

※見直し回数は、初めて解答が入力・保存された後に、その問題を再表示した回数です。 
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今 

 （２）個人結果票（質問調査の結果～規律ある態度の達成目標～）の見方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆は選択肢の「よくできる」、「だいたいできる」、「あまりできない」、「できない」の

中から、「よくできる」、「だいたいできる」を選択したことを表しています。 

 

 （３）家庭での活用の仕方 

 ①「よいところ」「努力が必要なところ」を把握 

 調査では、学習した内容が「どれだけ身に付いているのか」がわかります。毎年調

査を受けることで「学力の伸び」も見ることができます。結果を見て、お子さんの現

在の学力を知り、それをどれだけ伸ばしていくかということが大切です。学校の先生

と話し合いながら、お子さんのよさを伸ばしていきます。 

  ②一人一人にあった「目標の設定」 

   「よいところ」「努力が必要なところ」を把握したら、お子さんに合った目標を立て

ていきます。 

  ③家庭学習の習慣化 

 目標に向けて学力を伸ばしていくためには、学校の授業の予習・復習を中心とした

家庭学習を習慣化していくことが必要です。家庭学習を習慣化するためにルール作り

も一つの手です。（県学調の復習シート https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/images/fukusyuusi-

to2.html も御活用ください。） 

 

学習に関するアドバイス 

 今回の学力の状況や、今後どのような学習をすれば、お子さんの学力が上がるの

かを記載しています。 

※ 上記で示す学力は、この調査で測定したものであり、お子さんの学力のすべてではありません。 

達成目標 R６

じゅ業や活動の始まる時こくを守ることができていますか ☆
けじめのある生活
ができる

１　時刻を守る
通学はんの集合時こくや登校時こくを守ることができていますか ☆

２　身の回りの整理
　　整頓をする

ぬいだはき物のかかとをそろえることができていますか ☆

つくえやロッカーの中の整理整とんをすることができていますか ☆

自分からはっきりあいさつをすることができていますか ☆

名前をよばれたら「はい」とはっきり返事をすることができていますか ☆

４　ていねいな言葉
　　づかいを身に付ける

時と場におうじた正しい言葉づかいができていますか ☆

６　生活のきまりを
　　守る

人の集まるところでは静かにし、しせいを正すことができていますか ☆

進んでそうじをし、学校をきれいにすることができていますか

相手の気持ちを考え、やさしい言葉づかいができていますか ☆

約束やきまりを
守ることができる

５　学習のきまりを
　　守る

学習のじゅんびを整え、じゅ業にのぞむことができていますか

先生の話や友達の発表をしっかり聞き、自分の考えを伝えることができていますか ☆

礼儀正しく人と
接することができる

３　進んであいさつ
　　や返事をする

達成目標とその達成状況 
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 （４）学級担任の活用の仕方 

  「個人結果票」は、児童生徒一人一人の調査結果を、児童生徒や保護者、先生方にお

知らせするものです。児童生徒一人一人のつまずきを早期に発見し、その解消を図るこ

とができるよう御活用ください。 

 

返却前 

 個人結果票に、各学校で保管している個人番号票をもとに、名前を記入する。 

  ※児童生徒に誤った結果が返却されないよう十分に確認の上、返却ください。 

 

返却時 

○児童生徒へ 

・一人一人の１年間の伸びに注目し、認め、ほめてください。 

・その後に苦手領域を中心に家庭学習をするよう言葉かけをします。 

・解答ログに着目して、県の平均と比較して時間をかけている領域や問題について、適

切に声かけをします。 

・今後の学習計画に対するアドバイスをします。 

 

○保護者へ 

・可能な限り時間をかけて、お子さんのよさや課題を伝えます。 

・伸びたところをほめるとともに、苦手領域を中心に家庭学習を行うよう伝えます。 

・家庭学習には、県のホームページから本調査の「復習シート」をダウンロードして活

用できることを伝えます。 
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１ 活用方法（解説動画：県学調の特長３つ！知っていますか？編） 

 ⑴児童生徒の学力や学習に関する事項等の結果を把

握し、つまずき等を早期発見する。 

 ⑵早期解消のため、PDCA サイクルを確立し、組織的

に分析・検証等を行い、指導の工夫改善を進める。 

 ⑶児童生徒の１年間の伸びに注目し、認め、ほめると

ともに、児童生徒、その保護者へ家庭学習を促す。 

 

２ 具体的な活用の流れ（解説動画：どうやって学校全体で分析するの？） 

 

 

（５）学級担任・教科担当者の帳票結果の分析・活用（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 
学級の 

学力の伸びの状況 

指導の工夫改善の 

成果 

各教科の 

実態の把握 

帳票の 

分析例 

帳票４０  

児童生徒一人一人の 

学力のレベル・伸び・ 

学習方略・非認知能力

の数値から気になる児

童生徒の把握・分析  

帳票０４ 

学校の回答と市町村教

委、県平均の回答状況

の比較 

帳票１０ 

児童生徒の回答と市町

村教委、県平均の回答

状況の比較 

 

帳票０４と帳票１０ 

２つを比較することで、

教職員と児童生徒の意

識の差の分析 

帳票０９ 

各教科の領域ごと・設

問ごとの正答率、無解

答率や難易度を県平均

との比較・分析 

帳票３３ 

学力を伸ばした児童生

徒の割合、学力のレベ

ルの伸びの平均の把握 

帳票４５ 

県平均と領域ごと・設

問ごとの解答ログの比

較 

活用例 

・気になる児童生徒に対

する具体的な手立てと方

策の検討 

・教職員と児童生徒が「主

体的・対話的で深い学び」

の視点から授業を振り返

り、調査結果を授業改善

に活用 

・既習事項と結び付けた

導入の工夫 

・授業改善に向けた具体

的な取組の検討 

検討者、 

検討場面例 

・担任、学年職員 

・学年会 

・校内研修 

・学年会 

・教科部会 

・校内研修 

参考資料 
総合教育センター義務教育

指導課研修用サイトを参照 

質問調査の活用に当たって 帳票０９解説動画 

埼玉県学力・学習状況調査の結果（PDCA サイクルの CHECK） 

- 22 -



（６）学校担当者の帳票結果の分析・活用（例） 

分析 
学年全体の 

学力の伸びの状況 
学級の 

学力の伸びの状況 

各教科の 

実態の把握 

指導の工夫改善 

の成果 

学力を伸ばした教

員・よい取組の発掘 

帳票の 

分析例 

帳票２８ 

１ 平均学力のレベルの

状況の把握・分析 

①学力の伸び幅の違い

②学力のレベルの違い 

２ 学力階層別の伸びの

状況の把握・分析 

①学力層別の学力の伸

びの状況 

②埼玉県のグラフの傾

きとの比較 

③各学力層の学力のレ

ベルの把握  

帳票４０  

児童生徒一人一人の 

学力のレベル・伸び・ 

学習方略・非認知の 

数値から気になる児

童生徒の把握・分析  

帳票０９ 

各教科の領域ごと・設

問ごとの正答率、無解

答率や難易度の県平均

の比較・分析 

帳票３３ 

学力を伸ばした児童生

徒の割合、学力のレベ

ルの伸びの平均の把握 

帳票４５ 

県平均と領域ごと・設

問ごとの解答ログの比

較 

帳票０４ 

学校の回答と市町村教

委、県平均の回答状況

の比較 

帳票１０ 

児童生徒の回答と市町

村教委、県平均の回答

状況の比較 

 

帳票０４と帳票１０ 

２つを比較することで、

教職員と児童生徒の意

識の差の分析 

帳票４２ 

帳票を前学年の学級ご

とに並べ替え、「学力の

伸びの平均」や「学力を

伸ばした児童生徒の割

合」を計算することを分

析 

活用例 

・学力を伸ばした先生が行

っている効果的な取組を学

校全体で共有 

 

・気になる児童生徒に対

する具体的な手立てと

方策の検討 

・既習事項と結び付けた

導入の工夫 

・授業改善に向けた具体

的な取組の検討 

教職員と児童生徒が「主体

的・対話的で深い学び」の視

点から授業を振り返り、調査

結果を授業改善に活用 

・学力を伸ばした先生が

行っている効果的な取組

を学校全体で共有 

 

検討者、

検討場面

例 

・校内研修 

・学年会 

・担任、学年職員 

・学年会 

・教科部会 

・校内研修 

・校内研修 

・学年会 

・学校担当者 

参考資料 
帳票２８解説動画 総合教育センター義務教育指

導課研修用サイトを参照 

帳票０９解説動画 質問調査の活用に当たって 令和５年度埼玉県・学力学習状

況調査報告書 

さらに分析を進める方法 

 ○コバトンのびのびシート（学力に課題のある児童生徒の学力や学習の状況把握等） 

 ○分析支援プログラム（「学力の伸び」の階層と児童生徒質問調査項目のクロス集計） 

①実態把握 ②分析 ③仮説 ACTION（改善）
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仮説を設定するまでのプロセス（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 協議、意見交換を経て、仮説を設定し、それに基づいた改善を行っていきます。 

 なお、校内研修で、教科部会と学年会でそれぞれ検討したものをとりまとめ、協議し、全校の

取組にすることなども考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議例１ どのような学力状況にある子供を重点的に伸ばしていくか。 

 ○ 学力が下位で、伸び悩んでいる子供を伸ばしたい。 

 ○ 「自分の考えを書くことが苦手」で、伸び悩んでいる子供を伸ばしたい。 

 ○ 伸びている子供を、もっと伸ばしたい。 

   （例えば伸びが著しい子供が中位層に集中している学校など） 

協議例２ 学年（学校）として、どのようにして伸ばしていくか。 

 ○ 効果的と思われる取組を学年（学校）に広げたい。 

 ○ 学校の強みとして表れている項目を地域・保護者に広めたい。 

①実態把握 ②分析 ③仮説
ACTION

（改善）

仮説の設定 

● 学年（学校）、教員独自の仮説を設定し、仮説に基づく取組、検証を行う。 

 ＜仮説＞（協議・意見交換により設定） 

  例 「授業などで、自分の考えを、理由を付けて発表したり書いたりする機会を 

     増やすことで、学力が伸びる子供たちが増えるだろう。」 

 ＜重点項目＞（学年（学校）の実態及び協議・意見交換から設定） 

  例 ① 学力の階層が低い子供へのきめ細かな指導を行う。 

    ② 授業規律を大切にする。 

                 伸ばした先生の効果的な取組の共有 帳票４２の活用例 

【例】伸ばした先生への聞き取りや授業参観（「授業力」自己診断シートを活用した参観など） 

＜聞き取り例＞ 

  ・子供たちと接するとき、心がけていること（前向きな言葉がけ、一緒に遊ぶ等） 

  ・授業の導入場面での工夫（興味をもたせる導入、めあて・見通しのもたせ方等） 

  ・授業の展開場面での工夫（言語活動の充実、ペア・グループ活動の設定等） 

  ・授業の終末場面での工夫（まとめの仕方、振り返りの充実等） 

  ・学年で指導を徹底した取組（規律ある態度の指導、ノート指導、掲示物の工夫等） 

  ・家庭学習の取り組ませ方（目安の時間の設定、チェックシートの活用、予習・復習等） 
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（NEW）帳票 40 色分けツールの活用・分析（例） 

新しくリニューアルした帳票40 色分けツールについて紹介します。 

帳票40は子どもたち一人一人の学力の伸びや非認知能力・学習方略の様子が一目でわかる帳票です。

しかしながら、県学調は個人情報を取得できないため、返却されたものは個人番号順であり、出席番号

や氏名もなくすぐに活用できる状態ではありません。そこで学校に保存してある個人番号管理表を活用

し、ひと工夫するだけで色分けができるツールを令和３年度から配布してまいりました。今年度の変更

は個人番号管理表が変わったことに伴う修正と、より多面的な視点で分析ができるように分析シートを

追加しました。 

 

 

（NEW）帳票 09 色分けツールの活用・分析（例） 

帳票 09（原本）は各学年の平均正答率や学力のレベルとその伸びに加え、各領域の様子や、個別

の問題ごとの正答率の様子がまとまっています。その帳票 09 に色を付けて分析するツールや、ク

ラス版の帳票 09が作成できるツールを作成しましたのでご紹介いたします。 
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２ 授業改善への活用 

（１）教科別授業改善の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度の調査から見られた課題（傾向）】 

○小学校では、全学年で「読むこと」の平均正答率が他領域よりも低くなっており課題が見られる。 

○中学校では、学年ごとに正答率の高い領域と課題の見られる領域が異なる。中１では「読むこと」 

 中２では「情報の扱い方、我が国の言語文化」、中３では「話すこと・聞くこと、書くこと」に課

題が見られた。 

【主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の視点】 

○「主体的な学び」の実現に向けた授業改善 

授業や単元で身に付けさせるべき言語能力を明確にすることで、児童生徒が学習に見通しをも

ち、自らの学習を調整しながら主体的に学習に取り組むことができるようにしましょう。 

○「対話的な学び」の実現に向けた授業改善 

言語活動を通して、児童生徒が課題の解決に向けて他者と話し合ったり交流したりする場面を

意図的に設けましょう。そして、その際には児童生徒が解決すべき課題を明確にすることや他者

との意見や考えの比較がしやすくなるように工夫することなどが大切です。 

○「深い学び」の実現に向けた授業改善 

児童生徒が、既習事項を活用しながら、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、 

使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高められるようにし、「言葉に

よる見方・考え方」を働かせられるようにしましょう。 

【今年度の調査から見られた課題（傾向）】 

○小学校では、「数と計算」の「２位数の除法の計算ができる」、「図形」の「平行な直線とそれと交

わる直線でできる角度を求める」「角柱について、平行な面を選ぶ」の正答率が高い傾向であった。 

○中学校では、「変化と関係」の「等しい比を選ぶ」（第１学年）「数と式」の「正負の数の加法の計算」

（第２学年）「文字式の計算」（第３学年）の正答率が高い傾向で、「関数」の領域で課題が見られた。 

【主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の視点】 

○「主体的な学び」の実現に向けた授業改善 

 授業準備の際に、自校の児童生徒の領域の正答率、解答ログ等の状況と県平均との差異を確認

しながら、授業内で児童生徒に既習事項との系統性を意識させる工夫を検討しましょう。学習の

ねらいに迫る課題を児童生徒とのやり取りから設定したり、新たな問いを見出したりしましょ

う。授業の振り返りの場面では、児童生徒と対話をしながら、児童生徒の言葉を使って振り返り

を行い、まとめは児童生徒一人一人にノート等に行わせましょう。 

○「対話的な学び」の実現に向けた授業改善 

 本時のねらいに迫る発問や適切な切り返しを通して、児童生徒一人一人が考えをもつための支

援をしましょう。また、問題を焦点化し自己との対話や他者との考えを比較検討するなどして、

考えを広げ深めることができるようにしましょう。 

○「深い学び」の実現に向けた授業改善 

 児童生徒が数学的な見方・考え方を働かせ、既習事項との共通点などを見いだすことにより、

統合的・発展的に考える機会を設定しましょう。 

国語科 

算数、数学科 
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【参考資料】 主体的・対話的で深い学びの実現 ６則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度の調査から見られた課題（傾向）】 

○中２、中３ともに、与えられた情報に基づいて、人物の情報を正確に書くことに課題が見られた。 

○文法事項としては、動詞、助動詞などの活用に課題が見られた。 

【主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の視点】 

○「主体的な学び」の実現に向けた授業改善 

 単元目標と本時の目標を明確に示して、生徒が見通しをもった学びをできるようにするととも

に、ここまで学習してきたこととできるようになったことを示し、単元の目標を達成するために

本時の学習と既習事項のつながりを意識した授業づくりを実践しましょう。 

○「対話的な学び」の実現に向けた授業改善 

 コミュニケーションを行う目的・場面・状況や、相手意識もたせ、必然性のある活動を設定し

ましょう。言語活動では良い表現や課題を共有する中間指導（活動の間に行う指導）を取り入れ

ましょう。また、対話を通して得た情報や表現を活用してより豊かな表現にさせるよう工夫する

など、生徒の考えを広げ深めさせるようにしましょう。 

○「深い学び」の実現に向けた授業改善 

 生徒が外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、相手を意識して自分

の考えを文章等でまとめる活動を設定しましょう。また、振り返りの場面で学習課題をどのよう

に解決したかを考えさせたりするなど、生徒が深く思考等をするための支援をしましょう。 

英語科 
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〇 正答率は 37.5％であった。 

〇 主な誤答は、「しあわせ⇒しごと⇒しるし⇒じっくり」と回答したものや「しあわせ⇒しるし⇒

しごと⇒じっくり」と回答したものであった。「じっくり」は濁点がつき、促音が入っているからと

いう理由で、４番目に選んだ児童が多かったように考えられる。また、「しごと」も濁点がついてい

るため、清音でできている「しるし」を先に回答している誤答も多く見られた。 

〇 単語そのもので考えるのではなく、１文字目、２文字目と順番に比べてみていくことを基本とし、

清音⇒濁音⇒半濁音の順序で載っていること、促音がついていても、五十音順に並んでいるという

国語辞典のルールを確認したい。それらのルールを定着させていくには、短い時間であっても、継

続して国語辞典を活用する活動を常時取り入れていく必要がある。 

小学校 第４学年 国語１５ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問題の概要】国語辞典に出てくる順に言葉を並べ替える 

 【出題の趣旨】辞書の正しい使い方を理解する 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 

① 正答 

しあわせ⇒しごと⇒

じっくり⇒しるし 

９ 

その他の解答 

０  

無解答 

反応率 37.5％ 60.2％ 2.2％ 

【出典】R2 復習シート    【学年・単元】小学校４年生 言葉 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198914/r2s4koku-kotoba-q2.pdf 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－C 

○ 誤 答 分 析 

○ 復習シートとの関連 

（２）学習指導のポイント 
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国語辞典の使い方を学習した後、辞書を継続活用し語彙を豊かにしていく指導 
【見出し語の順序・ルールを確認する場面】  【季節の言葉を学習する場面】※ICTとの関連 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞書で引いてみよう。「あじ」と「あ

した」だったら、「あじ」の方が先に

載っているね。２文字目だけで比べて

はだめなんだね。 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

  

見
出
し
語
が

どんなじゅんで
な
ら
ん
で
い

ますか。

国
語

辞
典
で
た
し
か

めよう。

 

〇
あ
じ
さ
い 

〇
あ
し
た 

〇
あ
し 

〇
あ
じ 

〇
あっち

 

どんな順か、予想してから国語辞典

でさがして確かめてみましょう。 

始めの文字は全て「あ」だね。そう

したら、次の文字で比べよう。 

「し・じ・つ」の順になりそうだ

よ。でも、「あじ」と「あした」だ

ったらどっちが先かなあ？ 

次は３文字目だね。「あした」と「あ

じさい」だったら、２文字目は「じ」

の方が後ろだけど、「た」と「さ」だ

ったら「さ」の方が先だね。「あじさ

い」が先なんだね。 
『上から順に１文字ずつ』だね。 

国語辞典の様々なルールを教師が一方的に説

明するのではなく、実際に辞書を引かせながら、

児童が自分の言葉で説明できるようにさせるこ

とが大切です。さらに、辞書を活用して語彙を

広げていくためには、授業内の指導だけで終え

ることなく、手元に辞書を置き、 
いつでもどんな場面でも使え 
るような環境を整え、継続し 
て活用していくことが重要です。 

秋にぴったりの言葉を見つけよう。 

中学１年「語彙」の指導において「語句の辞書

的な意味と文脈上の意味との関係に注意」とあ

ります。小学校の「読むこと」の学習でも難語句

の意味調べで終わらず、文脈に合わ 
せた意味理解ができるように指導し 
ていくことが大切です。 

では、「パン・はん・バン」だったらど

うかな。「じゆう」と「じゅう」だった

らどうかな。みんなで協力して調べて

みましょう。 

「秋」から調べてみたら、「秋口」「秋

晴れ」「秋の七草」が見つかりました。 

「すずしい」から調べてみたら「すす

き」「涼風」「鈴虫」も見つかったよ。「涼

風」って初めて聞いたよ。「すきま風」

「炭火」はもう少し寒い冬の言葉かな。 

辞書の中からいくつ見つけられるかな。 
 

辞書で引いた言葉を同時編集ができる表計算

ソフト（スプレッドシート）に各自が打ち込

んでいき、班で言葉をたくさん集めていく。

その中で秋にぴったりの言葉はどれか、互い

に見つけた言葉について話し合う時間を設け

た。班ごとにシートを分けているが同じファ

イルにしているので、他の班が調べたものも

共有できるようにした。 

本時では【「あ」もしくは「す」から始まる言葉】と

いう制限を設けて、時間内に協力して辞書から探す活

動に取り組んだ。辞書を引く範囲に制限を設けること

でより探しやすくなり、見出し語の順にも気が付きや

すくなった。 

 

小中連携

の視点 
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小学校 第５学年 国語 １８（２）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 【問題の概要】文章中の語句が具体的に指している言葉を空欄に合うように抜き出して入力する。 

 【出題の趣旨】事例に注目して文章の内容を捉える。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】R6 復習シート【学年・単元】小学校 5 年生 読むこと 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198914/r6s5kokuq.pdf 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－A 

解答類型 
① 正答 

「苦味」、「うま味」 と解答 

９ 

その他の解答 

０ 

無解答 

反応率 38.5％ 57.0％ 4.5％ 

〇 正答率は 38.5%であった。 
〇 その他の解答の中では「酸味」、「塩味」と解答した比率が 53.1%と最も多かった。理由は、本文

５⃣ 段落２行目の「酸味と塩味以外の味覚を失っている可能性が高いという研究報告……」の「以

外」を読み飛ばしている可能性が考えられる。 
〇 文の中での語句の役割や語句相互の関係に気を付けて文の構成についての理解を図ると共に、段

落相互の関係から、筆者の意図する考えやそれを支える理由や事例などを構造的に捉えることが大

切である。 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 
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 ➊語彙を増やす工夫 児童が理解していない 
語句は、意味を確認することが大切です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞書を引いて確認しよう！ 

ｚ 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

中学校では、説明や記録などの文章を読み、理解したことや考えたことを報告する学

習活動を行います。小学校のうちに、段落相互の関係に着目した読み方や、文章の全体

像を捉える読み方を身に付けることが大切です。 

長い文章だと、内容が分からなくなって

しまうことがあるよ。どうしたら、内容

を正しく読めるかな。 

「退」の字は「し

りぞく」の意味

だから…。 

文章以前に言葉の意味が分か

らないよ。「退化」って何？ 

「退化」「進

化」とあるか

ら、関係する

言葉かな。 

文章全体を読むのは難しいけれど、段

落で区切って読むと読みやすいね。 

言葉の意味がつながると、段落ごとの

意味や段落同士のつながりも分かり

やすいね。 

段落の初めは、「つなぎ言葉」が

使われることが多いね。 
着目して読んでみよう！ 

言葉の意味を確認したら、内容がつな

がってきたよ。 
関連した言葉を考えて読もう。 

読んで分かったことを

伝え合いましょう。 
叙述を基に、文章の内容を捉えるための指導 

 

小中連携

の視点 

ページをめくらずに文章全

体を見られて、離れた段落

同士の関係も考えやすい。 

文章全体の構造も

分かりやすくなる。 

線を引いたり四角

で囲んだり、すぐ

できる。線を引き

直すのも簡単。 

キーワードに印をつけたり、関連する

段落同士を線でつないだりできる。 

デジタル教科書を用い、全文を１枚に収めて児童へ配信する。 

❷文の構成に関しての理解 
文の中での語句の役割や、語句相互の関係に気

を付けて読むことが大切です。 

❸文や文章のつながりに関しての理解  

要約を通し、段落相互の関係を把握することが

大切です。 
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解答類型 

① 正答 

「～を」「～

に」に当たる

意 味 の漢 字

が 下 に来 る

組み合わせ 

２  

上の漢字が

下の漢字を

くわしくす

る関係の組

み合わせ 

３  

「～は」「～

が」に当た

る意味の漢

字が上に来

る組み合わ

せ 

４  

似た意味を

持つ漢字の

組み合わせ 

９ 

その他の 

解答 

 

０  

無解答 

反応率 23.6％ 58.1％ 9.6％ 8.3％ 0％ 0.3％ 

〇 正答率は 23.6％であった。 
〇 最も多い誤答は、「上の漢字が下の漢字をくわしくする関係の組み合わせ」と解答していること

であった。理由としては、「得る」を動詞として捉えられていないこと、また、「得（え）た点」「得

（とく）した点」と考える児童が多かったことが予想される。 
〇「熟語の成り立ち」は、４年生・６年生で扱う内容である。５年生でも学習や生活と関連付けて取

り上げ、繰り返し学ぶことで定着していくものと考えられる。また、学習した後に、練習問題を解

くという指導になりがちであるため、子供たちが主体的・対話的に学ぶ中で、理解し定着していく

指導の工夫が必要である。 

小学校 第６学年 国語  ４   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】熟語の漢字の組み合わせの説明として適切なものを選択する 

【出題の趣旨】熟語の構成を理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【出典】R３復習シート R6 復習シート  
【学年・単元】小学校６年生 言葉 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/images/fukusyuusi-to-kokugo.html 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－A 
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児童が発見する喜びを味わい、「熟語の成り立ち」を理解することにつなげる指導 

【既習の熟語から共通点を見つけ出す学習】           【既習の熟語から問題を作る学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

④ 読
書 

帰
国 

見
物 

開
店 

① 上
下 

高
低 

売
買 

増
減 

② 救
助 

願
望 

身
体 

行
進 

③ 山
頂 

最
多 

古
都 

近
所 

これらの熟語は、ある共通点で分け

られています。どんな共通点があるで

しょう。話し合ってみましょう。 

④は、「読書は、書を読むこと」「帰

国は、国に帰ること」「見物は、物を見

ること」「開店は、店を開くこと」 
熟語の意味が分かると、下の漢字が

「～を」や「～に」になっていること

が分かるよ。 

③は、「山の頂」「最も多い」「古い

都」「近い所」 
訓読みで文を作ると、上の漢字が下

の漢字の様子をくわしくしていること

が分かるよ。 

「訓読みにしてみること」「意味を考え

てみること」が、どのような組み立て

になっているのか判断する手がかりに

なりますね。 

漢字ドリルや教科書、身の回りか
ら二字熟語を探して、班で熟語の成
り立ちクイズを作りましょう。 

【例】 
「木刀」「無色」「流星」「竹林」 
「同時」「人力」「深海」「伝言」 
「加入」「消失」「周辺」「勝敗」 
「強弱」「老木」「海底」「開票」 
「着陸」「得点」「貯金」「洗顔」など 

訓読みができても、漢字の意味が

分からないと、どの組み合わせか分

からない熟語もあるね。意味や用例

も一緒に調べていこう。 

「得点」は、「得た点」かな？「点

を得る」かな？ 
「貯金」は、「貯めた金」かな？

「金を貯める」かな？ 

どちらにも当てはまるときには、

「～を」「～に」の文章にすることが

できるかどうかで考えましょう。それ

ができれば、『下の漢字が「～を」「～

に」になっている熟語』になります。 

 熟語の成り立ちの共通点を話し合
わせたり、クイズ作りを通して熟語
に対する意欲を高めたりすること
で、熟語を構成の視点から捉え、理解
を深めることができます。 

 

①は、「上と下」「高いと低い」「売る

と買う」「増えると減る」 
訓読みにすると、反対の意味の組み合

わせになっているね。 

②は、「救う、助ける」「願う、望む」

「み、からだ」「行く、進む」 
訓読みにすると、似ている意味の組み

合わせになっていることが分かるね。 

「語句と語句との関係」を理解する
ことを通して、中学校で学ぶ「類義語、
対義語、同音異義語、多義的な意味を表
す語句など」についての理解が深まり
ます。それにより、語感が磨かれ、語彙
を豊かにすることが期待されます。 

 

小中連 携

の視点 

言葉（熟語を含む）を集める場所を作成し、見つけた言葉を自分の

タイミングでいつでも書き込むことができる環境を整える。言葉が

増えていくことが目に見えて分かると意欲が向上する。これを積み

上げていくことが熟語の成り立ちの定着、語彙の豊かさにつながる。 
↑イラストがヒントになっており、

視覚的にも学ぶことができる。 

児童が話し合いながら作成
した熟語の成り立ちクイズ 
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解答類型 
①正答 

「母は」と解答 

２ 

「妹に」と解答 

９ 

その他の解答 

０ 

無解答 

反応率 37.4％ 8.4％ 52.8％ 1.4％ 

◯ 正答率は 37.4％であった。 
◯ 主な誤答は、「妹に」や「あまいものを」であった。理由としては、「買った」の修飾語を選択し

ている解答が多いことから、主語（何が・誰が）と述語（どうした・どんなだ・何だ）の関係を捉

えることができていないことが考えられる。 
◯ 主語を捉える際、「〜は」や「〜が」、「〜も」などの助詞だけで判断するのではなく、文章全体の

様子をイメージした上で、文の構成（主語・述語・修飾語）について理解できるようにすることが

大切である。 
 

中学校 第１学年 国語 １１  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【問題の概要】文の主語を抜き出す  

【出題の趣旨】文の構成を理解する 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【出典】R１復習シート  【学年・単元】中学校１年生 言語事項 ２ 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198939/h31c1koku-gengo-q.pdf 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル９－B 

○ 復習シートとの関連 
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具体的な場面のイメージから主語・述語・修飾語の関係に気付き、理解を深める指導 
（１） イメージして捉えることで主語と述語の関係に気付く学習 

・物語のあらすじを紹介する活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主語・述語と修飾語の関係に気付く学習 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 
（例）紙芝居で表現する児童 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

私は紙芝居で紹介しようと思うんだけど、どうかな。 

主人公をはっきりさせるために、短い文にしてみたらどうかな？ 

① タクヤくんは、サッカーが好きな男の子です。 
② タクヤくんは、毎朝、弟のシンジくんとグラウンドで練習しています。

③ タクヤくんは、いつかプロの選手になることを夢見ています。 

短い文３つで分けてみると、全て主語はタクヤくんだ。こうすると、主人公は

タクヤくんで、プロの選手になりたいのもタクヤくんだとわかりやすくなるね。 

左の絵を、一文で説明しましょう。 

（１）においては、表現の方法の一

つにプレゼンテーションソフトの

活用が考えられる。アニメーション

をつけて動きを加えると、主語と述

語の関係がより捉えやすい。 
（２）においては、児童が思いつい

た修飾語をホワイトボードアプリ

等で共有し、被修飾語別に分類・整

理することで、修飾・被修飾の関係

の理解がより深まる。 

青い服を着た男の子が釣りました。 

今日、男の子が枝でザリガニを釣りました。 

二人の文章は、同じ主語と述語が使われていますね。 
主語（何が）・述語（どんなだ）以外の言葉を修飾語とい

います。修飾語には、どんな特徴があるのでしょう。 
 

修飾語には、主語と述語を詳しくしている働きがあるよ。 

修飾語は主語や述語と違って、一つの文に何個もあるね。 

あれ、プロの選手になりたいのは誰なの？ 

（台本）タクヤくんはサッカー好きの男の子で、

毎朝、弟のシンジくんとグラウンドで練習し、

いつかプロの選手になることを夢見ている。 
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○ 正答率は 17.3％であった。 

 ○ 主な誤答は、課題の解決策は提案できているが、参考にすべき意見すべてを選択できていない

解答であった。理由としては、問われている内容と選択肢の内容を照らし合わせることなく、自

分が提案する解決策に関連する課題のみを選択してしまっていたことが考えられる。 
 ○ 目的に沿った話合いをすることや必要な情報を整理しながら話合いを進めることなど、学級活

動や各教科での話合いの場でも生かせるよう指導することが重要である。 

中学校 第２学年 国語 ２３ （２）   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】集めた情報を整理し、適切にまとめる。 

 【出題の趣旨】比較や分類など、情報の整理の仕方について記述する。 

 

 

（正答の条件）① 解答欄アで B・C・E をすべて選択している。 

        ② 解答欄イに 30 字以上 50 字以内で解答している。 
        ③ 解答欄イに B・C・E のいずれかの課題の解決策を書いている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

解答類型 

① 正答 

正答の条
件①～③
を満たし
ている 

２  

正答の条
件②を満
たしてい
ない 

３   

正答の条
件③を満
たしてい
ない 

４ 

正答の条
件①を満
たしてい
ない 

９ 

その他の

解答 

０  

無解答 

反応率 17.3％ 0.3％ 7.1％ 20.8％ 52.1％ 2.3％ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

 
【出典】R1 復習シート    【学年・単元】中学校１年生 話すこと・聞くこと 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/images/fukusyuusi-to-chukokugo.html 

問題の学力のレベル 

レベル１１－Ｃ 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 
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話合いの様子を動画で記録し、振り返りに活用する。  

 ・話合いの目的や話題に沿った発言ができているか 
 ・それぞれの意見の共通点や相違点に着目し、意見を整理して進められているか  
 ・複数の意見を結び付けて意見をまとめることができているか 
  等の視点を提示し、話合いの様子を見返しながら良い点や改善点を見つける。 

 

目的に沿 って、集めた情報を整理しながら話 合いをするための指導  

〈学習目標〉話題や展開をとらえながら話し合おう 

  何のために話し合っているか、話合いがどこに向かっているかを常に意識し、意 
見を整理しながら話し合いましょう。 

         
       来月、小学校 6 年生との交流会が行われます。中学校の楽しさを小学生に知っ 

てもらうためには、何をすればよいか話し合いましょう。 
 
       先日、6 年生に回答してもらった中学校についてのアンケート結果によると、 

テストについて不安に思っている人が 8 割と多いことがわかります。入学前に 
少しでも不安を取り除いてあげることが必要だと思うので、テストについての 
説明とアドバイスをするのはどうですか。 

 
不安を取り除くことも大切だと思いますが、入学を楽しみだと思ってもらうこ 
との方が大切だと思います。学校行事や部活動を楽しみにしている人がそれぞ 
れ 9 割を超えています。どちらも私たちの学校が盛んに取り組んでいることな 
ので、自信を持って紹介できると思います。 
 

中学校の楽しさを知ってもらうという目的からそれないように、どうすれば中学校 
の楽しさを小学生に知ってもらえそうか、考えてみましょう。 

 
       6 年生が楽しみだと思っていることを紹介すべきだと思います。 

学校全体で力を入れている合唱を披露するのはどうでしょうか。中学校の合唱 
のレベルの高さだけでなく、学校行事の一つである合唱祭についても知っても 
らえると思います。 
 
学校の特色を紹介するのは賛成です。ですが、合唱をする機会は多いとは言え 
ません。私は、合唱と同じように力を入れていて、みんなが毎日活動すること 
になる部活動の紹介をすればよいと思います。どんな部活動があるか、気にな 
っている小学生は多いと思うからです。各部から部の目標や活動内容について 
2 分程度で紹介をしてもらうのはどうですか。 
 

       私も部活動について紹介するのがいいと思います。ただ、話を聞いているだけ 
では、楽しさは伝わらないのではないかと思います。楽しさを知ってもらうた 
めには、私たちが実演をしたり、小学生が体験できる機会を設けたりするなど 
の工夫が必要だと考えます。 
 

       今出た意見なら、小学生に中学校の楽しさをより詳しく伝えることができそう 
ですね。 

    
   指導事項の系統性（学習指導要領解説 国語編 付録４ 教科の目標、各学年の目標 

及び内容の系統表〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ話すこと・聞くこと）を把握し、 
自分の意見と比較しながら聞き、相手の意見を受けて発言することや、意見を整理し 
ながら話を進め、話題が逸れたときには元の話に戻すことなどを意図的に指導するこ 
とで、話題や展開を捉えた効果的な話合いが期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
   

 

 
     
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

 

 

小中連携

の視点 
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解答類型 
①正答 

「ばたかす」と解答 

９  

その他の解答 

０  

無解答 

反応率 41.3％ 53.7％ 5.0％ 

〇 正答率は 41.3％であった。「七夕のばたの字、春日のかすの字」から、「夕春」の読み方を読み取り、

解答するものである。 
〇 誤答としては「ゆうはる」「ゆふべのはる」が多く、本文に書いてある読み方をそのまま書き抜い

たと考えられる。リード文には「わざわざ滑稽な名前に変えてしまったという笑い話」とあるが、そ

こに気づかなかったり、本文を最後まで読まずに、解答したりしたことが要因だと考えられる。 
〇 授業においては、語句の意味を確認したり、古文を現代語に訳したりするだけでなく、話のオチや

おもしろさに気づかせ、現代と変わらない人間の生き様や考え方にも触れさせることが重要である。 

中学校 第３学年 国語 １５（２） 

 

  

 

 

 

 【問題の概要】古文の内容を読み取る。 

 【出題の趣旨】古文の内容を読み取る。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 【出典】Ｒ２復習シート    【学年・単元】中学校３年生・言語事項 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198939/r2c3koku-gengo-q1.pdf 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

問題の学力のレベル 

レベル９－Ａ 

○ 復習シートとの関連 
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教科書以外の章段から、今の人生に生きる教訓を紹介しよう 
１ 『徒然草』の他の章段を調べる。 
２ 教訓を押さえ、友達に紹介したい章段を決める。 
３ 分かりやすくスライド等にまとめ、紹介文を考える。 
４ グループやクラスで発表する。 
５ 友人の発表を聞き、現代との共通点や相違点に気付 
き、日常生活に生かす。 

 

 
話の面白さに気付き、兼好法師のものの見方や考え方から、今後の実生活において教訓となる考えを 

もつことについての指導 

 

                     

   

 

 
 

 

 

 

 

 

  

              
 

 

 

  

     

              

 

   

 

 

 

  

１人で行動して、思い込みか

ら失敗したことがあるよ。 

何か始めるときは、詳しい人

に聞くのがいいね！ 

      古文の内容を、今を生きる私た

ちに置き換えて考え、身近なもの

として捉えることで、生徒が古典

の世界に親しみ、「生きて働く知識

及び技能の習得」につなげます。 
また、交流を通して古典に表れたものの見方や 
考え方に触れ、思考を深めることが重要です。 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

 

 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

この話のおもしろさはどこに

あるだろう？ 『徒然草』

 
 

兼
好
法
師 

仁
和
寺
に
あ
る
法師、年寄

る
ま
で
石
清
水
を

拝
まざりければ、

心
う
く
覚
えて、あるとき

思
ひたちて、ただ

一人、徒歩

よ
り
詣
でけり。

極
楽
寺
・
高
良
な
ど
を
拝
みて、

①
か
ば
か
り
と

心
得
て
帰
りにけり。

 

 
さて、かたへの

人
にあひて、「

年
ご
ろ
思
ひ

つること、

果
たしはべりぬ。

聞
き
し
に
も
過

ぎて、

尊
くこそおはしけれ。そも、

参
り
た

る
人
ご
と
に
山
へ
登
りしは、

何
事
かありけん、

②
ゆかしかりしかど、

神
へ
参
る
こ
そ
本
意
な

れ
と
思
ひて、

山
ま
で
は
見
ず。

」とぞ

言
ひける。

 

 

少
しのことにも、

先
達
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ

となり。

 
 

法師の失敗はどうすれば防げ

たのかな？ 

この話の教訓を、自分たちの

生活に生かしてみよう。 

私は①のところに注目したよ。
「石清水を拝む」という本来の
目的を果たしてないのに、本人
はそれに気づいていないのが、
この法師の性格を表しているよ
うでおもしろいな。 

②のところ、気になったな

ら聞けばよかったのに…。 

【生徒の興味・関心を広げる】 
教科書以外の章段や、作品紹介、調べ学習な
どで生徒の興味を深める。 
〇『宇治拾遺物語』 〇『今昔物語』 
〇『十訓抄』 〇『方丈記』 

      暗唱や読み聞かせなどで古典に

触れている生徒も多くいます。既存

の知識を確認したり、継続して暗唱

に取り組んだりと、古典の世界に 
気軽に親しめるような機会を増やします。 

 

小中連携

の視点 

【目標】古文の教訓を理解し、実生活に生かそう。 
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【問題の概要】目盛りのつけ方が異なる２つの棒グラフから、資料の特徴を読み取る。 

【出題の趣旨】目盛りのつけ方が異なる２つの棒グラフを比較し、数量間の関係について考える 

ことができる。 

解答

類型 

１ ①②③ 

を満たす 

２ ②③

を満たす 

３ ①②

を満たす 

４ ①③

を満たす 

５  

①のみ 

６ 

②のみ 

７ 

③のみ 

９  

左記以外 

０  

無解答 

反応率 17.2% 0.2% 0.9% 1.8% 54.3% 0.6% 1.8% 14.1% 9.1% 

（正答の条件） ➀「正しくない」を選択している。 
               ②「かなさんの家からケーキ屋さんまでの道のりは２００ｍ」であることを説明している。 
               ➂「ゆうとさんの家からケーキ屋さんまでの道のりは５００ｍ」であることを説明している。 
〇 正答率は 17.2%であった。 
〇 主な誤答は「正しくない」を選択しているが、理由を正しく記述できていないもので 54.3%であ

った。一目盛りの大きさが違うグラフはそれぞれ正しく読み取ることはできているが、グラフの値

を比べてその違いを述べる際に、一目盛りの大きさに着目できていないと考えられる。 
〇 他には「正しい」を選択している児童もおり、一目盛りの大きさを正しく読み取れていなかった

り、全体の量を読み取れていなかったりすることが原因と考えられる。 

小学校 第４学年 算数 ９（２） 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル６－C 

 
【出典】R6 復習シート     【学年・単元】小学校 4 年生 データの活用 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198937/r6s4sanq.pdf 

○ 誤 答 分 析 

○ 復習シートとの関連 
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目盛りのつけ方が違う２つのグラフを比べて数量関係をとらえる指導 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

 
 

≪２つの棒グラフを見比べながら、話し合う活動≫ 

  ：①②③のうち、正しい意見はだれかな。 

  ：１年生も４年生もほかの遊びと比べて棒グラフが 

 一番長いから①は正しいです。 

：②は棒の長さが同じだから、人数も同じと言えるかな？   

  :目盛りの大きさが違います。1目盛り1 人と 2人で違います。 

 ：１年生は９人だけど、４年生は１８人だから正しくないと思います。 

：③はどうかな。 

 ：棒の長さは違うけど、１年生も４年生も６人だから同じ人数で、③は正しくないです。 

：①は棒の長さで比べられるのに、②③では棒の長さで比べられないのはどうしてだろう。 

 ：１目盛りの大きさがちがうからです。上のグラフでは１目盛りは１人だけど下のグラフは  

    ２人になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

問題 次のグラフは１年生（２７人）と４年生（４６人）で好きな遊びを調べて、人数を表し

たグラフです。次の３人の言っていることは正しいですか。正しくないですか。 

理由も説明しましょう。 

デジタル教科書を大型画面に映し、 
グラフを指し示しながら説明する活動をすることで、 
図を活用して自分の言葉で説明する力を高める。 

着目すべき点をはっきり

させ、理由を述べたくな

るような発問を工夫す

る。（言語活動の充実） 

1年生（27人）

 おにごっこ

ドッヂボール

 ブランコ

(人)

4年生（46人）

 おにごっこ

ドッヂボール

 ブランコ

(人)10 20 30

5 10 15

１年生、４年生ともおにごっこが好きな

人がいちばん多いよ。 

１年生と４年生では、ドッヂボールが好

きな人の数はどちらの学年も同じだね。 

１年生の方が、ブランコが好きな人の

数が多いよ。 

３年の棒グラフの学習は、４年での折れ線グラフ、５年での割合のグラフ、６年での

ヒストグラムを用いた「データの整理」の学習へとつながっていく。中学校でも取り

扱う内容であるので、データ整理の基礎基本としてしっかり定着させておきたい。 
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【問題の概要】（ ）を使った計算をする。 

【出題の趣旨】四則の混合した式や（ ）を用いた式について正しく計算できる。 

解答類型 
○1  正答 

２３と解答 

９ 

正答以外の解答 

０  

無解答 

反応率 37.8% 60.9% 1.3% 

 
 〇 正答率は 37.8%であった。 

 

 〇 主な誤答は、３２であった。理由としては、３＋５と（６－２）を先に計算し、８×４＝３２

と計算したことが考えられる。 

 

 〇 計算の順序についてのきまりが十分に理解できていないことや、途中式を丁寧に書かなかった

ことが、加法を先に計算してしまった原因として考えられる。 

 

小学校 第５学年 算数 １（４） 

 
 

 

 

 

 １ 次の問題に答えましょう。 

 

 （４） ３＋５×（６－２） を計算しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【出典】R5 復習シート     【学年・単元】小学校５年生 数と計算 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198937/r6s5sanq.pdf 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－C 
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四則演算のきまりを理解し、丁寧に計算を進める力を身につける指導 
 

〇 計算の順序を確認する。 

・左から順に計算する。 

・（ ）のある式は、（ ）の中を先に計算する。 

・×と÷は、＋と－より先に計算する。 

 

〇 途中式を書き、丁寧に計算を進める。 

 【例】  
７－（８－２×３） ＝７－（８－６） ←①のみを計算 

              ＝７－２     ←②のみを計算 
              ＝５       ←③のみを計算 
 

〇 間違いを見つけ、どんな間違いなのかを説明する活動を取り入れる。 

       【誤答例】（２８－７×２）÷７＝（２１×２）÷７ 

                      ＝４２÷７ 

                      ＝６ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 中学校の文字の計算についての学習との系統性をふまえて指導する。 

       ・𝑎 + 𝑏 たし算の表し方  ・𝑎 − 𝑏 引き算の表し方 

       ・𝑎𝑏   かけ算の表し方  ・
     わり算の表し方   

  

 

 
・ICT 端末に書き込み、大型テレビで共有することで、クラスで計算の仕方を振り返られるようにする。 
・友達のページを開いて、児童同士で丸つけをしたり、アドバイスを書き込んだりする等の活動も設定する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 

 

小中連携

の視点 

「一つの行で、一つの計算。」 
と徹底すると、間違いが起

こりにくいですね。 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

一つの項として考えるため、演算記号を使わない。 

→ 先に計算することとつながる。 

上の計算は正しいでしょうか？ 

答えは６と出たけど…。２８－７を先に計算してよいのかな？ 

この考え方は、間違っているね。２８－７を先に計算している

けど、ひき算よりもかけ算を先に計算するきまりなので、 
７×２を先に計算しなければ、正しい答えにならないね。 

① 
② 

③ 
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解答類型 

１ 

Ａ→Ｃ→Ｂ

と解答 

２  

Ｂ→Ａ→Ｃ 

と解答 

３ 正答 

Ｃ→Ａ→Ｂ 

と解答 

４ 

Ｃ→Ｂ→Ａ 

と解答 

９ 

その他の 

解答 

０  

無解答 

反応率 24.6% 24.0% 29.6% 12.9% 0.0% 8.9% 

 
○ 正答率は 29.6%であった。 
 
○ 主な誤答は、「Ａ→Ｃ→Ｂ」と「Ｂ→Ａ→Ｃ」であった。理由としては「Ａ→Ｃ→Ｂ」は、 

面積－うさぎの数を求めて、その差の小さい順で並べたということが考えられる。 
また、「Ｂ→Ａ→Ｃ」は、１㎡当たりの量か１匹当たりの量かどちらで求めたものなのかが 
十分に理解できずに解答していると考えられる。 

 
○ 「Ｃ→Ｂ→Ａ」の解答は、うさぎの数だけで比べたと考えられる。 
 

小学校 第６学年 算数 ７（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【問題の概要】単位量当たりの大きさから、混んでいる順番にならべたものを選ぶ。 

 【出題の趣旨】単位量当たりの大きさについて理解している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】R4 復習シート  【学年・単元】小学校６年生 変化と関係 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198937/r4s6san-henka-q1.pdf 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－Ａ 
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○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

単位量当たりの大きさの意味理解を深める指導 
 

 面積（㎡） 数（羽） 

Ａ ７ １０ 

Ｂ ６ ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題：ＡとＢのにわとり小屋があります。そ

れぞれ小屋の面積とその中にいるにわとり

の数は、右の表のようになっています。 

 ＡとＢのにわとり小屋は、どちらが混んでいるといえますか？ 

 

小中連携

の視点 

 

第５学年のＣ変化と関係「異種の二つの量の割合（速さなど単位量当たりの大きさ）」

につながっていくので、児童の理解の定着が一層図られる。 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

児童のつまずきが予想されるところでは立ち止まり、問い返すことが大
切である。 

⑤ ④についてもう少し説明してくれる人はいますか？ 

 

 

ＩＣＴ端末を活用することに
より、図や式を関連付ける指
導がしやすくなります。また、
友達の考えを一斉に確認する
こともでき、児童はそこから
いろいろな思考を働かせま
す。 

③ なるほど。①と②はそのように考えたのですね。でも、①と②では、混んでいる方

の小屋が変わってきますね。なぜでしょうか？ 

 

 

② １羽当たりの面積で比べることも

できるね。Ａは、７÷１０＝０．７だ

から、０．７㎡だね。Ｂは、６÷７＝

０．８５７…だから、約０．９㎡だね。

Ｂの方が数が大きいから、Ｂの方が混

んでいるといえるのかな。 

④ １㎡当たりで比べるときは、にわとりの数が多い方が混んでいるけど、１羽当たりの

数で比べるときは、１羽当たりの面積で比べているんだから、数が小さい方が混んでいる

ってことじゃないのかな？ 

 

① 面積と数がちがうから、面積をそ

ろえて比べてみたらどうかな？例え

ば、１㎡当たりのにわとりの数で比べ

たら、Ａは、１０÷７＝１．４２８…

だから、約１．４羽になるね。Ｂは、

７÷６＝１．１６６…だから、約１．

２羽だね。Ａの方が数が大きいから、

Ａの方が混んでるといえるね。 

 
⑥ ②の求め方は、面積÷数（羽）なので、１羽当たりのにわとりの面積…という意味に

なります。だから、０．７㎡と０．９㎡だと、０．７㎡の方が混んでいるといえます。
面積をそろえて人数を比べるといったように、一方をそろえてもう一方の大きさを比

べるとよいと思います。 
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解答類型 
１ 正答 

3.5（ｍ）と解答 

２  

14（ｍ）と解答 

９ 

上記以外の解答 

０  

無解答 

反応率 27.3% 2.3% 52.3% 18.0% 

○ 正答率は 27.3%であった。 
○ 主な誤答は、「３５０ｍ」もしくは「３５ｍ」であった。理由としては、

１

５０
 の縮図ということ

から、７ｃｍを５０倍し、単位計算をせずに解答した。あるいは、その単位計算の１ｍ＝１００

ｃｍということを理解していなかったということが考えられる。縮図の原理を理解することや見

通しをもって問題に取り組むことが不十分である。 
 
○ 無解答率の多さは、問題の情報量が多く、理解しきれなかったことが原因だと考えられる。 
 
○ 図を見たときにＢＣの長さが５ｍであることに気づくと、ＡＢの長さが３５ｍにはならないこと

に気づくことができる。日常生活の中で量感を養う必要がある。 

中学校 第１学年 数学 ４（３） 

 

 

  

 

 

 

 【問題の概要】縮図から求めた実際の川幅を求める。 

 【出題の趣旨】縮図を利用して、実際には測定しにくい長さを求めることができる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【出典】R6 復習シート 【学年・単元】中学校１年生 図形 
【参考 URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198940/r6c1suuq.pdf 

○ 誤 答 分 析 

○ 復習シートとの関連 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－Ａ 
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見通しをもって問題に取り組み、縮図を活用できるようにする指導 
 

問題 右の図のように、木から５ｍかげが伸びています。その影の先端

Ｂから、木の上はしＡまでの長さを表したものです。この木の実際の高

さは何ｍですか。 

【直接測ることができない長さを、縮図をかいて求める】 

（１）課題をとらえ、解決の見通しをもつ。 
 

 

 

 

 

 

 

（２）手順を確かめる。（縮尺を決める→縮図をかく→縮図上の長さをはかる→実際の長さを求める） 

（３）縮尺を決め、縮図をかき、実際の高さを求める。 

 

 

 

 

 

（４）それぞれの求め方を検討し、まとめる。※ＩＣＴ端末の活用 

 

 

 

 

 

※見当をつけたことを想起させ、よさを実感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

小中連携
の視点 

見当をつけ、縮図をかいて

求めます。 

かげが５ｍなので、５ｍよりは高そう。 
見当をつけることで、大体の長さ

をイメージすることができます。 

誤答も含め、複数の意

見を取り上げ、比較・検

討する場面を設定する。 

かげが５ｍなので、１０ｍよりは低そうです。 

拡大図や縮図の意

味や性質を理解した

り、正しく作図したり

することで、中学校の

相似の素地になる。 

   

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

Ａさん：６ｍ Ｂさん：６．１ｍ Ｃさん：６００ｍ 

自分の考えを書いたノートを撮

影し、学習支援ツールを使い、考え

を共有する。 
 

縮尺はいくつにするとよいですか。 

５０° 

５ｍ 

B 

A 

C 

どのような手順で求めたらよいでしょうか。 

高さは大体どのくらいになりそうですか。 

１

１００
の縮図にすると、よさそうです。 

どうしてですか。 計算がしやすくなるからです。 

実際の高さは何ｍになりましたか。 

そう思った理由を近くの人と伝え合いましょう。 

理由は・・・ 
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解答類型 
① 正答 

イとカを解答 

２  

イのみ解答 

３ 

カのみ解答 

４ 

イ と ウ以外 

５ 

カ と イ以外 

９ 

上記以外 

０  

無解答 

反応率 7.6％ 0.8％ 1.0％ 8.1％ 1.2％ 70.0％ 1.3％ 

〇 正答率は 7.6％であった。 
 
〇 主な誤答は、解答類型９の 70.0％であった。 

理由としては、アの三角形を直線ＨＦに対して対称移動させることができるが、直線ＥＧに対し

て対称移動をさせることができてないということが考えられる。なお、７０・０％の誤答の中には、

イ、カ、ウ、キの４つを選んだ解答は、３２．７％であった。 

中学校 第２学年 数学 ３（２）   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 【問題の概要】合同な三角形を並べた図で、一つの三角形を対称移動と平行移動、それらを組み 

合わせた移動で、重ならない三角形として正しいものをすべて選ぶ。 

 【出題の趣旨】対称移動と平行移動について理解している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

【出典】Ｒ3 復習シート  【学年・単元】中学校１年生 図形 
【参考 URL】https://www/pref.saitama.lg.jp/documents/198940/r3c1suu-zukei-q.pdf 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１１－Ａ 

○ 復習シートとの関連 

○ 誤 答 分 析 
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数学的な見方・考え方を働かせる指導 
（平行移動、対称移動、回転移動の授業が終わった後の授業を想定しています。） 

※言葉を変えれば図形の移動の導入でも実施可能。 

問題 次の図で四角形ＡＢＣＤは長方形です。 

三角形㋐を、次の（１）～（３）のどの移動でも 

重ねることができない三角形を答えなさい。 

 

（１）１回の平行移動。 

（２）１回の対称移動。 

（３）１回の対称移動をしたあとに１回の平行移動。 

解答 ㋗㋔ 

 

 
学習支援ソフト（GeoGebra） 図形の移動（麻の葉） 
【単元の導入】 
・視覚的な理解促進を図るとともに、自由に操作させる 
 時間を確保することで、学習意欲を高める。 
【単元のまとめ】 
・既習の学習（移動）を確認する。 

hi 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

◆これから取り組む問題について、生徒がどの程 

度の知識を持っているかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今回の（３）のような問題に限らず、日々の 

 授業の中で「うまくいく場合」と「うまくい 

かない場合」を考えさせる意図的な発問をし 

ていくことが生徒の思考力や判断力を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

平行移動とはどんな移動ですか。 

対称移動とはどんな移動ですか。 

一定の方向に、一定の距離だけ動かす 
移動です。 

Ｄ 

Ｇ 

Ｃ 
Ｆ 

Ｂ 

Ｅ 

Ａ 

㋐ 

㋑ 

㋒ ㋓ 

㋗ ㋖ 

㋕ 

㋔ 

Ｈ 

重ならない場所を考えるときにはどの

のような考え方が必要ですか。 

なぜ重ならないと思いますか。 

対称の軸を探すにあたってポイントは

なんだと思いますか。 

縦の軸だけでなく、横や斜めにも対称の

軸があるということです。 

ある直線を折り目として折り返す移動

です。折り目を対称の軸といいます。 

算数では「線対称な図形」「点対称な図

形」等を学習している。学びの系統性を

意識した授業展開や発問が、生徒の興味

や関心を高め、主体的に学びに向かう姿

勢が生まれる。 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

うまく重なるものをすべて考えたり、見

当をつけて移動させたりすることです。 

 

小中連携

の視点 
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（正答の条件）５倍を選択し、次の(a)、(b)の両方を記述しているもの。 
       (a)５つの数について、𝑛−7、𝑛−1、𝑛、𝑛+1、𝑛+7 で表されること 
       (b)５つの数の和が、5𝑛であること 
 
 
 
 
 
 
〇 正答率は 18.4％であった。 
〇 主な誤答は５倍を選択しているが(a)５つの数が「𝑛−7, 𝑛−1, 𝑛,𝑛+1, 𝑛+7」、または(b)５つの数の

和が「5𝑛」以外の記述であった。理由としては、５つの数を誤って記述していることが考えられる。 

中学校 第３学年 数学 ６   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 【問題の概要】カレンダーの数の和について成り立つ性質を説明する。 

 【出題の趣旨】文字を用いて表現したり、目的に応じて式を変形したり、その意味を読

み取ったりして予想が成り立つことを説明することができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答

類型 

① 正答 
５ 倍を 選 択 
(a)(b)の
両方を記
述してい
る。 

２  
５倍を選択 
(a)のみ
記述し
てい
る。 

３  
５倍を選択 
 (b)の
み記述
してい
る。 

４ 
５倍を選択 
左記以外
の解答 

５ 
５倍を選択 
無解答 

６ 
３倍を選択 
 

９ 
左記以外
の解答 

０  
無解答 

反応率 18.4％ 1.8％ 0.2％ 27.8％ 15.6％ 16.0％ 3.5％ 16.8％ 

【出典】R5 復習シート  【学年・単元】中学校３年生 数と式 １（８）レベル９ 
【参考 URL】 https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198940/r5c3sansuu_q_1suutosiki.pdf 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 

レベル 10－B 

○ 復習シートとの関連 
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カレンダーにおける数の性質を見いだし説明をさせる指導 

問題 カレンダーの数をひとまとまりになるように囲んでみましょう。囲んだ数の和には、どんな

性質があるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

まずは、３つか４つの数をひとまとまりになるように

自由に囲んでみましょう。 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

【生徒から出た囲い方を取り上げてそれぞれの性質を見いだす】 

〇 カレンダーの数をどのように囲んだのか

を、ICT 端末を使うことで、クラス全員で

共有することができる。 
〇 共有したものから、ピックアップして全

体の課題を見いだすことも可能である。 
〇 証明の方法も共有することで、解決まで

の道筋や論理的な説明の仕方について、友

達の考えを参考に、自分の考えを更に深め

ることができる。 

算数における九九表などを取り上げることで、 

数の規則性に対する興味や関心が向上し、主体的 

に学びに向かう姿勢が育まれる。 

 

小中連携
の視点 

どんな性質があるのでしょうか。 

その性質がいつでも成り立つこと

を説明しましょう。 

様々な囲い方を取り上げてその性質を説明させる

ことで、数の性質の楽しさを味わうことができる。一

方で文字を使って説明する考え方が共通であること

に気づくことで、統合的な考えが育まれる。 

〇 デジタル教科書を用いることで、生徒は

前学年までの既習内容との繋がりを適宜確

認することできる。 

横一直線に囲んでみようかな。 

斜めに囲むのもいいか

４つの数ならどうだろう。 6+7+8=21。他のと

ころだと･･･ 

7+15+23=45。他の

ところだと･･･ 

5+6+12+13=36。他

のところだと･･･ 

真ん中の数の３の倍数になりそう。 

真ん中の数の３の倍数になりそう。 

４の倍数になりそう。 
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〇 正答率は 7.3％である。 

 〇 主な誤答は、play や piano など、単語のみで答えてしまい、主語・動詞・目的語に誤りが見ら

れた。誤答の原因としては、   の中に１語しか書くことができないと判断してしまったこ

とが考えられる。また、I play the piano や play the piano など動詞の時制に誤りがあるもの

や、主語が欠落している誤答も多く見られた。どちらも現在形で解答している誤りが多く、【メ

モ】の「先週」という言葉や、英文の“Last week”から過去形の表現に繋げることができて

いないと考えられる。 
  〇 無解答率は 11.4％である。無解答の原因は、【メモ】のどの部分が英文に当たるのかを判断で

きず、諦めてしまったことだと考えられる。日々の学習の中で、メモの取り方や、文脈に応じ

て理解した文法事項を正しく活用したり、書いた英文が相手に正しく伝わるかどうかについて

生徒自身が読み直して誤りを修正するなどの指導を充実させることが大切だと考えられる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【問題の概要】与えられた情報に基づいて、人物を説明する英語を書く 

 【出題の趣旨】与えられた情報に基づいて、人物の情報を正確に書くことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 
①  正答 

I played the piano 

９ 

  正答以外の解答 

０  

無解答 

反応率 7.3％ 81.3％ 11.4％ 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

【出典】 R6 復習シート     【学年・単元】中学校２年 書くこと 
【参考 URL】 https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198941/r6c2engq.pdf 

○ 復習シートとの関連 

中学校 第２学年 英語  １３（２） 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１１－Ａ 
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インタビュー・マッピングとは、相手から聞いた情報等について、情報を整理し、単語や短い語

句で関連付けながらメモ（マッピング）を取る活動である。身近な話題についてやり取りした相手

の情報のマッピングから、英文を書くことに繋げることで、表現力を高めることができると考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校での書くことの目標（学習 
導要領解説 外国語編 付録４参照） 
に書かれている土台があることを踏ま 
え、中学校では場面や状況から時制等

を適切に判断し、正確な文を書くことができる
ように指導をしていく。 

① ペアでテーマについて２分間やり取りをし

ながら、マッピングに情報をまとめる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ①でマッピングに英語で書くことができな

かった単語や表現を調べ、書き足す。 

 

 

 

③ マッピングをもとに相手から聞いた情報を

英文で書く。 
 
 
 
 

④ 書いた英文を生徒同士で読み合い、より良

い表現になるようアドバイスをし合う。 
 

 
 
⑤ 代表生徒（２～３人）の内容を全体で共有

する。その英文を活用し、Dictationを行う

こともできる。 

英語で話すことはできても、書くことができなかった単語や英文を調べて書く活動
を継続することで、書くことの表現の幅を広げていくことができる。メモの取り方や
正確に英文に書き直す活動を通して、自己の学習を振り返ったり、学びの変容を実感
したりすることが主体的・対話的で深い学びに繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 

小中 連携

の視 点 

インタビュー・マッピングを活用し、情報を整理して英文を書く指導 

What sport does your sister like, Kenta? 

She likes basketball. 

 

 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

sister ―― バスケットボール  ―― member 
        like      basketball      

        ―― YouTube で見る 
            watch 

Is she a member of the basketball 
team? 

Yes, she is. 

Does she watch basketball games? 

Yes, she watches them on YouTube. 

バスケットボールは英語ではこう書く

のか…YouTube を「見る」は”watch”
で表現することができるんだ      

Kenta has a sister.  
She likes basketball. 
She’s on the basketball team. 
She watchs basketball games on YouTube. 

そうだった！ありがとう。 

主語が She で現在形の時は watch の時

は、s ではなくて es を付けるよ。 

学習支援ソフトを活用
し、一人一台端末にインタ
ビ ュー ・マ ッピ ングや
Dictation 等の教材を配布
し、個人で活動に取り組ん
だ後、全体で画面共有する
ことができる。他の生徒の
取組から、好事例をフィー
ドバックすることで、自分
の取組を見直し、学びを深
めることができる。 

学習者用デジタル教科書
を活用し、登場人物の会話文
等の音声を聞き取り、上記の
活動に取り組むことができ
る。再生速度や再生回数等、
各自のペースで取り組むこ
とで、習熟度に応じた学習が
できる。 
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解答類型 
１ 正答 

Can you go～? 

９ 

正答以外の解答 

０ 

無解答 

反応率 23.0％ 58.0％ 19.0％ 

○ 本問題は上記の①～⑥のイラストが順番に画面に映し出され、④の空欄に相手に依頼する適切な

表現を書くものである。各イラストは３秒ずつ表示される。 
○ 正答率は 23.0%であった。親子の会話をもとに、空欄に入る適切な表現を答える問題である。会

話の流れを理解し、相手に依頼する表現を正確に答えることが求められる。 
○ 主な誤答は、Do you~? や Are you~?など、疑問文にはなっているが、相手に依頼する表現を正確

に書くことができていないものである。また、やり取りの内容を理解していないため、eggs など

会話中に出てきた単語を答えたり、イラストに描かれているものを答えたりする生徒がいた。 
○ 無解答率は 19.0%であった。無解答の主な原因としては、話の内容を理解することができず、適

切な表現を書くことができなかったと考えられる。日頃の言語活動において、継続したやり取り

の中で適切な返答をさせたり、コミュニケーションを行う目的・場面・状況を設定した上で、そ

れに応じた発話をさせたりすることが求められる。 

中学校 第３学年 英語 １４ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の概要】日常的な話題について、相手に依頼する文を作る 

【出題の趣旨】日常的な話題について、相手に依頼する表現を正確に書くことができる 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【出典】R4 復習シート ２   【学年・単元】中学校３年 聞くこと ＊会話の流れを掴む 
【URL】https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198941/r4c3eigo-kiku-q1.pdf 

○ 誤 答 分 析 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨・内 容 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル１２－A 

○ 復習シートとの関連 

＊①～⑥の各イラストが 

３秒ずつ表示される 
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Small Talk・Interactive Teacher Talk の工夫  

日常的な話題についてやり取りする力を身に付ける指導 
やり取りの中で自分のことについて伝えたり、関心のあることについて質問をしたりするなど、

やり取りを継続・発展させる力を身に付けさせることが大切である。そこで、Small Talk を工夫し

て、やり取りを継続する力を身に付けることを目指す。 

★今回は、「What’s your favorite place in your school?」という話題で Small Talkで行う。 
接続詞 because,や when を前時に学んでいる。 

授業の最初 Small Talk①  通常の Small Talkを行う。 
◎授業の最後に再度同じテーマで Small Talkを行うことを伝える。 
 
言語活動 コミュニケーションを行う目的・場面・状況を設定する。 

 
★言語活動のポイント 

生徒の活動（流れ） 指導の留意点や効果 
① 言語活動の内容を理解する。 Small Talk の流れから導入する。 
② 伝えたい内容を個人で考える。 補助プリント等を活用し支援する。 
③ ペアになって一人が ALT の役になってやり

取りの練習を行う。 
相手を意識して練習するように指導する。 

④ ALT と会話する。 参考となるやり取りを全体で共有する。 
＊④の後に中間指導として、文法や発音の正確さについても指導し、再度③と④を行うことで、発話
の正確性を高めることができる。 

 
授業の後半Small Talk②  学んだ表現を活用して再チャレンジ！ 
◎学んだ表現を実際の会話の中で使うことができることに気づき、定着を図るとともに、主体的に運
用する力を養う。また、生徒が自信を持って発話することができるようになる。 

 
 

 
今年から新しくやってきた ALT の先生が、私たちの町をもっと知りたいと思っている。休日に楽

しめるおすすめの場所や自分が好きな場所とその理由を教えてあげよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○ 指導上のポイントにおけるＩＣＴ端末の活用について 

① ICT を活用することで、話す際に必要となる表現や情報 
などを得ることができる。 

② 動画や画像を用いて、視覚的・聴覚的な情報を伝えること 
ができる。「話すこと【発表】」 

③ 動画を録画して振り返りや自己評価ができる。動画から文字起こしを

して、発話の正確さついて確認することもできる。「書くこと」 

Before After I like gym.  
I like baskectball. 

I like gym because I’m on 
the baskectball team.  

【学習課題の設定】事前に、本時の目標を達成した生徒の姿を想定し、そこに導く学習課題を設定する。 

【活動場面の工夫】コミュニケーションを行う目的・場面・状況や、相手を意識させ、必然性のある

言語活動を行う。 

Small Talk は小学校で 

も行っています。 

連携を意識して継続しま

しょう。 

 

小中連携

の視点 
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     第４章 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 児童生徒の学力を伸ばした学校の実践を紹介

します。 

 各学校において、本章で掲載されている児童

生徒の学力の伸びを引き出した効果的な取組

を、今後の取組の参考としてお役立てください。 

 今年度は、以下の８校の取組を紹介します。 

 

草加市立稲荷小学校  

上里町立神保原小学校 加須市立元和小学校 

桶川市立桶川西中学校  

深谷市立藤沢中学校 越谷市立大袋中学校 



レベ ル２

レベ ル１

高

　

　
↑

　

学
力

　

↓

低

レ ベ ル1 1

レ ベ ル1 0

レベ ル９

レベ ル８

レベ ル７

レベ ル６

レベ ル５

レベ ル４

レベ ル３

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生

レ ベ ル1 2

R５

小４

R６

小５

3

18

36

R５

小４

R６

小５

3

18

36

 
１ 本校の概要 

 本校は草加市の東部に位置し、今年度で開校 48 周年を迎え

た。児童数 452 名(９月１日現在)、学級数 19 学級、教職員数

28 名の中規模校である。 

本校では『自ら学び 心豊かに たくましく』を学校教育目

標に掲げ、「花さく 夢さく 笑顔さく 明日への希望 いな

りっ子」を合言葉に教職員が一丸となり、「児童一人ひとりを

大切にする教育の推進」を学校経営方針として、主体的に学ぶ

力、豊かな人間性、たくましい心身の育成を目指している。 

 

２ 令和５・６年度の結果 

小学校４年生→小学校５年生の取組【国語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 学習の土台づくり 

朝の活動時間に基礎的・基本的な知識・技能の定着のため

の児童自身の課題に応じた反復学習を行った。 

  イ 授業改善：「草加っ子の学びを支える授業の５か条」の徹底 

草加型の探究型授業の基本プロセスの中

でも「第２条 児童が自分で考える時間を

設ける」及び「第３条 児童生徒が表現し、

交流する場を設ける」に重点を置いた授業

設計を行った。 

・ICTの効果的活用（考えの表現や交流の場面での活用） 

・学習規律の徹底 

・継続的な学び方の指導 

（ノートの書き方、考えの伝え方） 

  ウ コバトンのびのびシートの分析活用 

 「児童が意識すること・実践すること」と「教師が意

識すること・実践すること」の双方向からのアプローチ

で、学習方略と非認知能力の向上を目指した。 

草加市立稲荷小学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

国語の伸びが、県の伸びを

大きく上回った。 
どの層も着実に伸ばしている。 

【稲荷小児童の学力向上イメージ】 

算数タイムに行う 

          算数マラソン 

第２条 児童が自分で考える時間を設ける 

児童が意識・実践すること 教師が意識・実践すること 

作文タイム 

草加市立稲荷小学校 埼玉県 
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小学校５年生→小学校６年生の取組【算数】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 指導体制の充実 

 単元や学習内容に応じた指導体制を工夫す

ることできめ細やかで、児童に寄り添った指導

を行った。 

 ①チームティーチング 

 ②等質で分けた少人数指導 

 ③習熟度別少人数指導 

 ④課題に応じた個別指導 

イ 稲荷寺子屋（授業外の学習支援） 

業間休み等に希望者を対象とした授業外

の学習支援を行った。 

・これから学習する単元に関わる既習事項

の復習など 

・新しい単元の学習前に行うレディネス 

テストなどをもとに、つまずきが見られる児童への支援 

学校全体での取組 

計画・実行・振り返り 

「児童が意識すること・実践すること」の 1 つとして、学習や行事における計画・実行・振り返り

に取り組んだ。目標に向けた具体的な自身の取組について計画することや振り返ることを通して一

つ一つの物事に集中して取り組むことができるようになった。 
 

  

 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

レベル １

レベル ２

レベル ４

レベル ５

レベル ６

レベル ７

レベル ８

レベル 1 1

レベル ９

中学校３年生

高

　

　

↑

　

学

力

　

↓

低

レベル 1 2

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生

レベル 1 0

レベル ３

R４

小 ４

R５

小５

R６

小６

3

18

36

R４

小 ４

R５

小５

R６

小６

3

18

36

非認知能力・学習方略の 

振り返りシート 

プランニング方略を高めるための 

テスト勉強計画表 

下位２５％層では県

の伸びを上回った 
学力レベルで小４から小５にか

けて大きな伸びを見せたが、小
５から小６では、伸びは見られ

ず県と同等にとどまる 

チームティーチング 習熟度別少人数指導 

稲荷寺子屋の様子 

行事を 

通しての 

成長 

草加市立稲荷小学校 埼玉県 
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１ 本校の概要 

本校は、今年度 50 周年を迎えた、児童数 279 名、学級数

13 の小規模校である。学校教育目標「かしこく・なかよく・

たくましく」の下、今年度は「一人一人の子供たちの笑顔

が輝く学校」をめざす学校像とし、どんな場面でも「笑顔」

をキーワードとして活動している。授業中には、真剣な中

にも子供たちや教職員に笑顔が見られ、安心感のある和や

かな雰囲気が子供たちの成長につながっている。「タブレ

ット端末の活用方法と効果的な指導方法～教員の ICT 機器

等のパソコンスキルの向上～」を学校研究課題とし、学び合

う活動や ICT 機器の活用等に力を入れている。 
 

２ 令和５・６年度の結果 

小学校４年生→小学校５年生の取組【算数】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア Ｔ．Ｔ(ティーム・ティーチング)、習熟度別学習 

    第４学年の算数の学習では、Ｔ１が主となり指導を行った。その際Ｔ２

が支援の必要な児童への支援や、練習問題を解く補助などを行った。 

また、児童の実態に応じて、単元によって習熟度別学習を行った。授業を 

受けるコースは、児童にも希望を取り、納得したグループで学習を行った。上位層では積極的に

練習問題・発展問題を解き進めていき、中位層から下位層では指導内容や実態に応じた進度で授

業を展開した。上位層は、問題をたくさん解くことで大きく力が伸びた。中・下位層では、自力

解決に十分な時間をかけて授業を進め、できた・わかったという実感を味わわせることができた。 

イ 自己肯定感・自己効力感を伸ばす取組 

   教科書や問題集の問題を解く際には、途中式やメモ等を書くように指導し、全員が丸をもらえる

まで見届けた。朝の活動で、これまでに学習した内容を復習する基礎算数を全校で行っている。 

また、年９回７時間目（放課後）に、支援が必要な児童を対象にした学習会も行っている。これ

らの取組を通し、支援が必要な児童も、できた・分かったという実感をもつことができるように指

導している。年間を通して自主学習にも力を入れ、児童が考え学習してきた内容を評価し、全体に

共有することで、個々が学習に取り組む意欲が向上し、学力向上につながった。 

ふじみ野市立元福小学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

県の伸びを大きく

上回っている。 

 

上位層と下位層に伸びが

見られた。 

草加市立稲荷小学校 埼玉県 
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小学校５年生→小学校６年生の取組【算数】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 習熟度別少人数指導 

第５学年では、習熟度別少人数指導や個別指導で補充問題に取り組ませた。習熟度別は、レデ

ィネステストの結果で児童と相談しながらチーム編成（１０人以下）をした。 

  イ 授業の工夫 

    下位グループでは、次の３点について授業の工夫をした。①板書をシンプルにし、文章題など

はキーワードだけをノートに記述することで、問題文からキーワードを探せる習慣を身に付けさ

せた。まとめは、教科書の文章を要約したり、児童に分かりやすく変換したりした。②小数点の

移動や図形等は、体を使って学べる時間を取り入れた。③計算力向上のために、練習問題はみん

なで行い、その後、個人で補充の問題や計算スキルなどの練習問題に多く取り組ませた。早く終

わった児童は、友達へ教えることにした。これにより、理解が深まる児童も多く見られた。 

  ウ 家庭学習の取組 

    算数の学習は、その日に授業で学習した内容のものを出した。本時の学習と計算コーナー（四

則演算）と文章題が入ったプリントを用意し、計算単元では、書き込み式の計算スキルを課題に

した。また、下位グループは、自主学習で学習する内容を指定して取り組ませた。 

 

学校全体での取組 

（１）学校課題研究の取組と継続 

本校では、令和２年度より算数科を中心とした学校課題研究を進めた。３年間にわたる研究の中

で、令和４年度には西部地区学力向上のための授業研究会における研究授業や、入間地区算数数学

教育研究協議会での研究発表を実施した。研究終了後も算数科の充実に努め、学校全体で取組を継

続している。令和５年度からは、学校課題研究のテーマを ICT の活用に移し、ICT 機器の日常的な

活用を主軸に据えた研究を開始した。ICT 機器を単なる目的ではなく、児童の学力向上を図るため

の手段として活用することを重視し、その効果的な活用方法を模索した。このような方針により、

ICT 機器が日常的な授業の一環として自然に取り入れられ、教員が過度な負担を感じることなく活

用できる環境を整えた。その結果、教員それぞれの強みを活かした授業づくりが可能になった。 

（２）学力向上の取組 

本校では、学校経営の基本方針である「よさを認め、褒めて伸ばす」を再認識し、全ての教育活

動において児童を積極的に褒めて成長を促す意識をもち続けた。基本的なことを徹底する姿勢が、

児童の学力向上にも寄与していると考えている。また、地域のサポーターと協働し、年に９回「学

習会」を実施した。この活動では、対象を３～６年生に限定し、算数に課題を抱える児童への支援

を重点的に行った。その結果、学力の向上や児童一人一人のつまずきを丁寧に支える環境を整えた。 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

毎年、県の伸びと同じくら

い伸びている。 

特に、下位層の児童の伸びが大きい。 

草加市立稲荷小学校 埼玉県 
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１ 本校の概要 

本校は、埼玉県北部の農村地帯にあり、学区の南にはＪＲ高

崎線が、また学区内を国道 17号線、旧中山道が通っている。ま

た校区の北側には烏川が流れ、群馬県と接し、赤城山をはじめ

上州の山並みが遠望できる。 

明治19 年（1886年）４月26日に上喜太小学校が忍保善臺寺

を充用し開校したところから始まり、大正３年（1914年）には、

神保原尋常小学校と改称し、昭和16 年(1941 年）に神保原国民学校、昭和22 年（1947年）には６・

３制の実施により神保原小学校と改称した。令和６年で開校 138年を迎えた。 

 

２ 令和５・６年度の結果 

小学校４年生→小学校５年生の取組【算数】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 友達と関わりながらの課題解決 

グループやペアでの学習を中心に授業を組み立てた。分からないこと

は友達に聞いたり、考えを説明し合ったりして、関わりの中から問題解

決能力を身に付け、理解を深められるようにした。どの児童も独りにな

らないよう、教師は困っている児童がいたら、友達とつなぐ役目をした。 

また、発展的な課題に取り組ませ、グループの友達と協力して解決す

ることで、児童の意欲を高め、やり抜く力の育成を図った。 

 

イ 学習方略や非認知能力に関すること（自主学習） 

児童が計画を立て主体的に学習に取り組めるように、自主学習に積極   

的に取り組ませた。ノートに繰り返し書いたり、公式を声に出したり 

するなど、自分で学習内容や方法を考えさせることで知識の定着を図っ 

た。授業では、多様な考えを引き出す工夫（発問や教材の提示など）を  

し、考えたことを友達に自分の言葉で説明させた。 

また、学級会を通して、クラス全員で遊ぶ時間を多く設け、協力して

遊ぶ楽しさを味わわせ、所属感や安心感を高めさせた。この取組により、

児童は学校が楽しいと感じるようになった。 

上里町立神保原小学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

レ ベ ル１

レ ベ ル２

レ ベ ル４

レ ベ ル５

レ ベ ル６

レ ベ ル７

レ ベ ル８

レベ ル1 1

レ ベ ル９

中学校３年生

高

　

　

↑

　

学

力

　

↓

低

レベ ル1 2

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生

レベ ル1 0

レ ベ ル３

R５

小４

R６

小５

3
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36

R５

小４

R６

小５

3

18

36

県平均と同程度伸びている。 

上位層から中位層にかけ

て伸びている。 

〈グループで学び合い〉 

〈クラスレク〉 

埼玉県 上里町立神保原小学校 
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小学校５年生→小学校６年生の取組【国語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 読む、書く、話す力を鍛える継続的な指導 

毎月「暗唱チャレンジ」を行い、合格するまで繰り返し挑戦させた。  

また、朝学習で、短作文やコラム学習に継続的に取り組ませ、ポ          

イントに沿って文を構成する練習を繰り返し、書く力を伸ばした。グ

ループやペアで話すときは、筋道を立てて話すよう指導し、日々の授

業で取り組むことで、話す力が向上した。 

 

イ 学習方略や非認知能力に関すること（一人一人を大切にした学級経営） 

   一人一人を大切にした学級経営を通して、分からないことを友達や 

教師に聞ける雰囲気づくりに取り組んだ。毎月、生活アンケートを取 

り、気になる児童には必ず聴き取りを行い、児童が安心して学校生活 

が送れるよう配慮した。学校生活全般を通して、友達と協力して活動 

する場面を多く設け、学級への所属感をもたせることができた。 

 

学校全体での取組 

（１）特別活動を中心に据えた学級経営 

・学力向上と学級経営に相関関係が見られたことから、特別活動の指 
導者を招聘し、学級活動（１）を全クラス公開した。合意形成の仕  
方や教室環境の整え方などを学級経営に生かした。 

・全学年で、学級会ボードを統一し、学年が変わっても同じ流れで 
 学級会が行えるようにした。話合いの議題と決まったことを書いた 
「議題の木」を作成し、児童用通路に掲示して、どの学年がどんな   
議題で話合いをしたか一目で分かるようにした。話合いを重ねるこ  
とで、折り合いをつけ、相手の意見を尊重する気持ちが育ってきた。 

 
（２）学び合いを主軸とした授業を展開 

・「きく・つなぐ・もどす」を意識した授業づくりを行った。 

・「わからない」が言える、話を「きく」ことができる児童の育成を 

 目指し、分からないことを大切にするための「分からない達人」 

「きき方達人」カードを作成した。教室に掲示したり、児童の机に 

貼ったりして、意識付けを図った。 

   ・ペアやグループで、発展的な課題に協力して取り組ませた。 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

約束やきまりを守ることができる
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小４では県の伸びを下回っていたが、小

６時に県と同程度の伸びになった。 

上位層から下位層のどの階層も伸び

ており、特に中位層の伸びが大きい。 

〈暗唱チャレンジ〉 

〈チームで協力〉 

〈学級会ボード〉 

〈学級会の様子〉 

〈「分からない達人」「きき

方達人」カードの掲示〉 

埼玉県 上里町立神保原小学校 

- 63 -



 
 
 
１ 本校の概要 

本校は全校児童 290名、学級数 14学級の中規模校である。 

大利根地域の中央部に位置し、学区内には、文化体育館、福祉会館、 

保健センター、童謡のふる里図書館「ノイエ」等の公共施設が設置 

され、大利根地域の教育・文化の中心となっている。 

「つよく」「かしこく」「しんせつに」を学校教育目標とし、日々 

の教育活動を推進している。 

 

２ 令和５・６年度の結果 

小学校４年生→小学校５年生の取組【国語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組「アウトプットのためのインプット」 

  ア 主体的かつ意欲的に取り組ませる学習指導の改善 

・学びに向かう教室環境づくり：知識や経験のインプットがしっか

りできるよう、単元の目標や目的や 1 単位時間の学習過程を示し、

児童が見通しをもって学習に取り組めるようにしている。また、学

習したことを教室内に掲示して、単元を通して何を学んできたのか

（インプットしてきたのか）をいつでも振り返ることができるよう

にしている。 

・インプット、アウトプットする時間の確保：教師の発問計画を徹底し、

児童が教材に向かう時間、思考する時間（インプットの時間）を十分に確

保する。また、個人→ペア・グループ→全体→個人というように、友達同

士で思考のアウトプットをする時間や個に戻って考える時間を確保し、思

考のイン・アウトのスパイラルによる学びの深化を図っている。 

 

  イ 学習方略や非認知能力に関すること 

  ・学習に意欲的に取り組む児童の育成【やりぬく力・勤勉性】 

〔 反 復 〕授業で大切なところ、漢字、テストで間違えた問題など、定着が必要

な点については、復習を徹底させてきた。（インプット） 

〔 メ モ 〕授業中大切だと思った点について、自主的にノートにメモする指導と、

ノートの見届けを継続して行ってきた。（インプット、アウトプット） 

〔諦めない心〕作文や日記を最後まで書く指導や、難しいと感じる問題に対し自分な

りの考えや言葉を答えさせる指導を繰り返し、無解答をなくしたり、

ねばり強く取り組む姿勢を育てたりしてきた。（アウトプット） 

約束やきまりを守ることができる
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加須市立元和小学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

県の平均を下回っていたが、今年度は

県平均と同等になった。 
４つの階層で学力の

伸びが見られる。 

加須市立元和小学校 埼玉県 
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約束やきまりを守ることができる

レベ ル ２

レベ ル １
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レベ ル 12

小学校５年生→小学校６年生の取組【国語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組「アウトプットしたくなる取組」 

  ア 魅力的かつ必然性のあるゴールを設定した学習指導の改善 
・目的意識、相手意識を明確にした言語活動、単元ゴールの設定 

『伝えたい相手や、明確な目的があるからアウトプットしたくなる』 
そんな単元のゴールや、言語活動を設定した授業に取り組んできた。 
～言語活動例～ 
「修学旅行を成功させるために、日本文化の魅力を友達に発信する」 
「たんぽぽのちえブック」 「本物の獣医さんにお手紙を書こう」 
「昔の遊びリーフレットづくり」 「新説！一つの花」 など 

・指導事項をおさえた言語活動、単元のゴールの設定 
単に魅力的なゴールでなく、指導事項をおさえた言語活動・単

元のゴールを設定した授業を考案、計画してきた。それに向かっ
て児童が何を学ぶか、探究するかに重点を置いた授業展開をし
てきた。 

 イ 非認知能力や学習方略に関すること 
・計画的に学習に取り組む「自学ノートの活用」【プランニング方略】 

計画的な自主学習に取り組ませている。テストや学力調査、苦
手克服など、何のための自主学習なのか目的と計画を持たせた上
での自主学習を指導、奨励している。    

・行事への積極的な参加、運営への携わり【自己効力感】 
様々な行事に際し、一人一回以上、計画や運営の役割をもたせ、

自信や達成感・充実感を高めさせる取組を行ってきた。（林間学校、
就学時健康診断、開校１５０周年記念行事、６年生を送る会、委員
会活動主催の児童集会等） 

 

学校全体での取組 

（１）一人一授業の提案 
 全職員が国語の研究授業を実施。授業の基本をスタンダード化し、何を学ば 
せるのかを重視した指導案検討会などを通して、学習指導改善に努めている。 

（２）作文指導の取組 
・ステップアップ作文：業前の時間を使い、毎月全校で作文に取り組んでいる。
テーマと書き方の条件を出し、児童は事実をもとにして文を作っている。 

・マイニュース：音読カードの下のスペースに 100字程度の短作文枠を設け、毎週１回日記を書いた
り、新聞・ニュースを見て関心が高かったことについての意見を書いたりしている。 

 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

県平均を下回っていたが、着実に伸びて

きて県平均と同じレベルとなっている。 
どの階層の児童も、学力の伸びが出ている。

特に下位層の伸びが著しい。 

加須市立元和小学校 埼玉県 

自学奨励の一環「校長（こだま）賞」 
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１ 本校の概要 

本校は生徒数488名、特別支援学級４学級を含む17学級の中規
模校である。今年度、創立50周年を迎え、地域、保護者の皆様に

よる実行委員会企画の記念式典が盛大に行われた。学校応援団活

動が活発な緑豊かな学校である。 
本校では、「『個別最適な学び』と『協働的な学び』のある学

習活動」を研究主題とし、授業改善に取り組んでいる。学力向上

とともに非認知能力の育成を目指している。 

２ 令和５・６年度の結果 

中学校１年生→中学校２年生の取組【数学】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

ア 「個別最適な学び」と「協働的な学び」のある学習活動の充実 

授業形態は基本的に４人班による。選択問題の場面において、一人  

一人の興味関心に応じた学習課題に取り組む。選択問題をグループ内で

説明する場面や選択問題の解決プロセスを統合的に考える場面では生

徒同士の学び合いを取り入れる。 

  事例 二等辺三角形の性質の授業 

   (ｱ) 問 1 選択問題を解決する。【個人→班活動】 

   (ｲ) 班全員が説明できる状態である場合、選択問題以外も取り組んでよいことにする。 

   (ｳ) 課題１ 問 Aまたは問 B に取り組む。同じ問題を選択した仲間と解決策を考え、説明できる

ようにする。他者の考えや意見を聞き、それを踏まえた上で自分の問題解決へのアプローチ方

法について班活動を通して発表する。【班活動→全体】 

   イ 学習方略や非認知能力に関すること 

(ｱ) 全学年で規律ある態度「話を聞き発表をする」項目の達成率向上を学力向上

の鍵ととらえ「考え、説明し、伝え合う活動」を授業に取り入れている。 

(ｲ) 全学年で定期テスト後、テスト復習レポートを作成している。すべての問題

に再度取り組み、生徒全員の理解を深める。Google Classroom から解説動画

を見て自分のペースで復習に取り組む。 

桶川市立桶川西中学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

レベ ル１

レベ ル２

レベ ル４

レベ ル５

レベ ル６

レベ ル７

レベ ル８

レ ベル11

レベ ル９

中学校３年生

高

　
　
↑

　

学
力
　

↓

低

レ ベル12

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生

レ ベル10

レベ ル３

学力を伸ばした生徒の割合（92.5％）が県の

割合（73.1％）を上回った。 
どの学力層も学力を伸ばしている。 

桶川西中イメージキャラクター 「にしぽん」 

掲示板には自由に取り組める数学プリントが用意されている。 

桶川市立桶川西中学校 埼玉県 
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中学校２年生→中学校３年生の取組【英語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

ア「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた課題設定の工夫 

  生徒にとって必然性があり、魅力的な目的・場面・状況を設定し、

生徒自身が本当に表現したい場面に出会える学習課題を設定する。 

  事例 Ms.○○（ALT）におすすめのレストランを紹介しよう 

(ｱ) Ms.○○（ALT）のメッセージを聞き、求めていることを捉 

える。 

(ｲ) 生徒が各自、伝えたいメッセージについて主体的に考える。 

(ｳ) 既習表現を活用してどのように伝えることができるか考え

る。 

(ｴ) Chromebook を活用し、伝えるメッセージの量を増やすこと 

ができないか学びの自己調整を行う。 

(ｵ) 単元末で発表し、対話的な学びにつなげる。 

イ  学習方略や非認知能力に関すること 

(ｱ) 仲間と協働して学習に向かう姿勢がある本校生徒の長所を

生かし、班でプレゼンを作成する。さらに自分たちの発表を動

画に記録し、聞き手の視点から発表を改善し、学びの自己調整

に取り組む。 

(ｲ) 生徒同士が英語を伝え合う場面では、できるだけ実践的な場面を設定し、生徒の主体性を引

き出す。発話しやすい雰囲気をつくり、生徒の発話量を増やす手立てをとる。 

 

学校全体での取組 ～学力や非認知能力の向上を支える学校力～ 

（１）授業の約束「５つの心構え」 

各教室前面に「授業の５つの心構え」を掲

示している。学習規律の定着、授業に向かう

気持ちと姿勢を全校でつくり上げている。さ

らに生徒主体で適時点検を行っている。 

（２）豊かな心の育成 

毎日 10 分間の無言清掃、校内に静寂な時間が流れる朝読書、

大きな声のあいさつ、響く歌声、除草ボランティアの高い参加

率、担任外職員を含むローテーション道徳授業の充実…「愛と

笑顔が輝く県下に誇れる桶川西中」を目指す生徒の心の活力が

本校の学力や非認知能力の向上の土台となっている。 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

中学校２年生 中学校３年生

高

　
　
↑

　

学
力
　

↓

低

レベル 12

レベル 11

レ ベル ９

レベル 10

レ ベル ７

レ ベル ８

レ ベル ５

レ ベル ６

レ ベル ４

レ ベル ３

レ ベル ２

レ ベル １

学力を伸ばした生徒の割合

（81.3％）が県の割合

（73.9％）を上回った。 

どの階層も学力を伸ばし

ている。 

イラスト入りの My 

Recommendation 

Place   

桶川市立桶川西中学校 埼玉県 
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１ 本校の概要 

本校は、西武池袋線狭山ヶ丘駅を学区に含み、国道463 号線が東 

西に走る交通の利便性が高い地域である。学校の西側からは、茶畑越

しに秩父山地や富士山を見渡すことができる。開校 44年目を迎え、

現在、全15 学級、全校生徒 498名の学校である。 

本校では、学校教育目標を「自立と共生」とし、「はじめに子ども

ありき」を基本理念におき、「人と人とが交わり、心の交流が実感できる温かな学校」づくりを行って

いる。 

２ 令和５・６年度の結果 

中学校１年生→中学校２年生の取組【数学】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

ア 市独自の学習支援員の活用について 

    本校では、令和５年度１学年の数学の授業では、市独自の学習支援員制度（学力向上支援講師）

を活用し、週１時間の T2授業を行った。学力向上支援講師は中学校数学教員の長年の経験から、

特に数学を苦手としている生徒への支援を行った。T1 は授業中に中位層の生徒への支援に回る時

間が確保された。２学年では、学力向上支援講師を活用し、少人数指導を行った。 

イ 生徒同士での教え合いを積極的に取り入れた取組について 

    基本的に数学の授業では、前時の振り返りとなるドリル学習（１学年

は音声計算）を授業の冒頭に行っている。解答は教師が示すが、解説は

生徒を中心に教え合いをする時間を設定している。授業の展開部分で

は、本時の例題を教師が説明し、それに関する問題を生徒が個々に解き、

解き終わった生徒は、即時、教師からのフィードバックを受けた後、ア

ドバイスが必要な生徒へ手立てを教えるように取り組んでいる。授業者は、「できないことは恥

ずかしいことでない。」と日頃から指導するとともに、それを揶揄しない学級を担任や学年職員

がつくりあげている。 

所沢市立狭山ヶ丘中学校の取組 

県の伸びを上回っている。 
中位層の学力の
伸びが大きい。 

埼玉県 所沢市立狭山ヶ丘中学校 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 
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ウ 数学好きを増やす取組 

    令和 5 年度の 1 学年の数学では、2 学期に授業開始 5 分を使い音声計算を行った。目で見た計

算の答えを声に出すことですばやくペアで確認できるので、生徒アンケートからも「計算への苦

手意識が少なくなってきた」と多数の生徒から感想があった。 

 

学校全体での取組 

（１）学力の伸びが小さい生徒に対して 

  国・社・数・理・英の教科では、事前に 100問あるプリントを配布し、その中から10 分程度で解け

るテストを各教科で１年に１回実施している。テストの準備として、１か月程度教科担当だけでなく

生徒間でも質問ができる時間を設けている。質問の時間は、部活動がない放課後や昼休みに設定して

おり、そこでは生徒が教師に質問するだけでなく、基礎的なことを生徒同士で教え合いを行っている。

教え合いの効果として、学力の定着を図るだけでなくケアレスミスも少なくさせるメリットも検証さ

れている。このテストは「やればできる」という成功体験を積み上げること、「分からないことをその

ままにしない」という学びに向かう姿勢の育成を目的に行っている。そして、家庭で生徒が頑張って

いる姿を目にすることで保護者が励まし、教師が結果に対して生徒目線で一緒に一喜一憂をするなど、

学力の伸びが小さい生徒の学習意欲の向上も目的としている。そういった本校の学び合いの土壌は、

「人と人とが交わり、心の交流が実感できる温かな学校」づくりの一つであると捉えている。 

（２）「相手の気持ちやその場の状況を考え、優しい言葉遣いができる」ようにする取組について 

① 学校全体で取り組んでいることとして、年

度当初の職員会議にて特別活動部から「当

番・係・班活動」の活動方針が提案される。

生徒には、班での活動の中で責任ある役割

を持つよう「一人一役」になるよう指導し

ている。「一人一役」をする目的として 

「責任感」、「協力・助け合い」、「認め合い尊重しあう」、「信頼感」、「自主性・積極性」の向上を

目指している。そのために、学校全体として「認め合い尊重しあう」取組を補完するために、

各学級の帰りの会では、１日の活動を通して仲間のために汗を流してくれた班員を発表しあっ

たり、学級で１名選出したりする取組を行っている。その結果、集会での発表後などでは、自

然に拍手がおきるなど生徒がお互いに励まし合う姿や集会後に優しい言葉かけをする姿も見ら

れる。 

② 各学年の廊下には、毎朝学年主任から生徒に向けてメッセージが書かれ、教師からの気持ちが

生徒に伝わるように工夫している。教師が「優しい言葉づかい」の手本となるよう取り組んで

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任感 

協力・助け合い 
認め合い尊重しあう 

信頼性 
自主性・積極性 

１学年主任 

２学年主任 
３学年主任 
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R２

小４

R３

小５

R４

小６

R５

中１

R６

中２

3

18

36

R２

小４

R３

小５

R４

小６

R５

中１

R６

中２

3

18

36

   
１ 本校の概要 

本校は深谷市の郊外に位置する花卉栽培が盛んな地域で

ある。１つの小学校から１つの中学校に進学するため、生徒

だけでなく、地域のつながりも大変強い。全校生徒数は 261

人、学級数は11 の中規模校である。『想像力』と『協働力』

そして、『創造力』へをキーワードに「自分の考えや想いを

伝え合い、自尊感情を育む藤中教育」を推進している。特に

①気持ちのよい挨拶・返事 ②母校を誇りに想う「全力校歌」 

③無言ひざつき清掃 ④靴をそろえる ⑤チャイムで開始 

を『五つの基（もとい）』として定め、生徒会、委員会、学

級委員長による生徒の自発的な呼びかけと定期的な評価（褒める場面）を実施している。 

その成果として生徒は大変落ち着いた生活を送っており、授業態度が良好なだけでなく、部活動な

どにも積極的に取り組んでいる。 

また小中の連携も密に行い、生徒はもちろん教師同士の連携も充実している。 

 

２ 令和５・６年度の結果 

中学校１年生→中学校２年生の取組【数学】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア 問題演習の帯活動化 

  数学の授業開始時に毎時間５問程度の問題を解かせ、簡単な解説を行う時間を設けた。問題の内

容は既習内容とし、前時の復習の場合もあれば、それ以前の問題とすることもあった。解説につ

いては、タブレットを利用してスクリーン上で教師主導で行ったり、数学班を利用して班員同士

の教え合いで解決したりするよう促した。  

イ 数学班の常態化 

      授業開始時から終了時まで常に３、４人のグループにして

授業を行っている。その中で、個別解決の時間を確保したり、

困ったときにはすぐに班員に助けを求めたり、班員の意見を

聞けるようにしたりしている。そうすることで、授業中に何

をしているかわからない生徒は少なくなっているものと考え

られる。 

レ ベ ル１

レ ベ ル２

レ ベ ル４

レ ベ ル５

レ ベ ル６

レ ベ ル７

レ ベ ル８

レ ベ ル 1 1

レ ベ ル９

中学校３年生

高

　

　
↑

　
学

力
　

↓

低

レ ベ ル 1 2

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生

レ ベ ル 1 0

レ ベ ル３

深谷市立藤沢中学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

数学の伸びが県の伸びを大きく上回り、

県の平均も超える結果となった。 

全ての層で伸びが見られるが特

に、中間層の伸びが大きい。 

深谷市立藤沢中学校 埼玉県 

数学班 
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ウ 前時とのつながりを意識した授業展開の工夫と振り返り・復習の工夫 

生徒に毎授業後に３つの視点【①今

日の授業で学習したこと②これから

の学習につなげられること③次の授

業に向けての思いや目標】に沿って振

り返りを行わせる。この振り返りの内、

特に②を大切にし、既習事項が「どん

なことにつながりそうか」を生徒に考

えさせることで、条件替えを行う意識

や、問題を見出す意識を持たせること

ができたと考える。 

また右の写真は生徒のノートの一

例である。左のページは授業で使った

部分、右のページは授業で扱った内容 

を自分なりの方法で復習したり、授業中の疑問を自分で証明したりしている部分である。このよ

うに授業の復習に毎時間取り組むことでアウトプットの量を増やし、学習の定着を図っている。 

エ 主体的・対話的で深い学びの実施 

Ｒ５年度からＲ６年度にかけて、主体的・対話的で深い学びの実施について、県や市では伸び

がない中、本校２年生については 0.1ポイントではあるが、伸びが見られた。上でも述べたよう

に、グループでの協働学習が定着しているため、学力中・低位層の生徒でも、仲間の説明を参考

にして、自分の言葉で、証明や説明を述べることができる機会が多くある。自分の言葉で説明が

「できた」ことで「わかった」が実感でき、主体的に学びに向かえていると考える。 

  オ 他者の考えを説明する活動の実施 

生徒は発表する際、タブレット端末を利用し、教室前面のスクリーンに投影しながら説明する

ことが多い。その際、発表する生徒とは全く別の班の生徒がスクリーンの図や式等を指示棒で指

し示す活動を行っている。自身の説明ではない説明を聞きながら、説明に合わせて指示棒を動か

すことで、他者の説明を理解しようとする態度が育ったものと考えられる。 

   

 

学校全体での取組 

（１）意図的な褒める機会の設定 

席替えを行う際に、班員全員から個人へ一緒に班活動をしていて見えた「よいところ」を伝え合

う活動を行った。仲間からよかったところを認められることで、授業内でも班活動などの学び合い

の際に、積極的に他者と関わる姿が見られるようになった。 

   

（２）フラワープロジェクトの実施 

先に述べた「藤沢中学校五つの基」を達成するために、生徒会

本部が「フラワープロジェクト」キャンペーンを行っている。当

たり前のことを当たり前にできるようにして、自分も仲間も大切

にする気持ち「好上心」を高める活動により、学校生活を大変落

ち着いて、過ごせている。その結果何事にも前向きに取り組もう

とする気持ちが高まっている。 

生徒のノートの一例 

藤沢中学校五つの基 

- 71 -



   
１ 本校の概要 

本校は、特別支援学級３クラスを含む計16 クラス、全校生徒477名

の中規模の学校である。学校教育目標を「創造」「信頼」「健康」とし、

目指す生徒像を「自ら学び、自ら鍛え、自他を尊重し、社会に主体的に

かかわる生徒」としている。それを具現化するための合言葉として、「チ

ャレンジ！～創造力を生かして～」と定め、受動的でなく、失敗を恐れ

ずに挑戦すること、また、自分らしい発想ややり方を工夫しながら学び、

行動することで目標の達成を目指している。 

 

２ 令和５・６年度の結果 

中学校１年生→中学校２年生の取組【数学】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

  ア よさを称え、自己肯定感を高める掲示物 

小テストや課題等の満点者や合格者を廊下に

貼り出し、称えるようにしたところ、次への意欲

につながる生徒が増えていった。また、上手にま

とめられているノートや振り返りを掲示したと

ころ、「書く」ことへの意識が高まり、自己評価

シートへの記述も充実してきている。これらは 

現在も継続して取り組んでおり、一定の成果が見られている。なお、各教科で取り組んでいる。 
 

  イ 学習方略や非認知能力に関すること 

生徒は中学校生活への慣れと自我の芽生えから、学習や生活に対して自分なりの在り方を模索

している時期であるが、「決められた課題を提出する」「やるべきことをやる」ということに関し

ては一貫して指導しており、「勤勉性」は上がっている。理解が不足していたり、取り組み方が緩

やかだったりする生徒には、学習の進み具合を生徒・保護者と確認し、課題の分量を減らしたり

補習をしたりするなど、スモールステップで対応している。常日頃から卒業後を視野に入れた声

かけを行い、目標や計画の「必要性」や、「計画的に実行する」ことの大切さを指導している。 

越谷市立大袋中学校の取組 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

数学で学力を伸ばした生徒の割合は、埼玉県

の 73.1％に対し、本校は75.7％であった。 

全ての層で同じような伸びが

見られる。 

埼玉県 越谷市立大袋中学校 
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中学校２年生→中学校３年生の取組【国語】 

（１）学力の伸びから見られる特徴 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）伸びを引き出した効果的な取組 

ア コバトン問題集の活用と「書く」指導 

 毎回の授業の際に、短時間で取り組めるコバトン問題集を活用して 

いる。継続して活用することで基礎的な事項の定着率が上がっている。 

また、漢字の学習や長文を音読する学習、暗唱なども取り入れること 

で読解力を補完したり、語彙力を増やしたりする学習も行っている。 

さらに、定期的に作文も書かせており、書くことに慣れ、まとめたり 

表現したりする力も向上している。 

 

イ 学習方略や非認知能力に関すること 

特に柔軟的方略、プランニング方略、作業方略、認知的方略が上がっており、１年生後半から

２年生全体にかけて自分に合った学習の仕方、計画の立案、学習の準備等、生徒に考えさせ、試

行錯誤させながら取り組ませてきたことで、自分なりの学習スタイルができつつある。国語以外

でも各教科や行事等で同じように考えさせ、取り組ませている。本校は、教師同士のチームワー

クがよく、生徒の情報も些細なことまで共有できている。このことが生徒への働きかけにも生き

ており、多くの教師に分かってもらえているという生徒の安心感につながっている。また、教師

同士のチームワークのよさは生徒の目にも映っており、学年や学校が自然と温かい環境となって

いる。このことも、日常生活を通して非認知能力を高めていく上での一助となっている。 

 

学校全体での取組 

（１）学力の伸びが小さい生徒に対して 

    教科によって補習を行ったり、個別に補習課題を課したりし 

て、基礎基本の定着と自信に結びつけられるようにしている。 

 

（２）教科等横断的複合的問題への取組（右図） 

 各教科等の見方・考え方を働かせながら最適解を導き出す問 

題を教師が作問し、定期的に取り組ませている。教科の問題に 

取り組む姿とは違う姿も見られている。 

今までの学力の変化 学力の伸びの状況 

国語で学力を伸ばした生徒の割合は、埼玉県

の 66.7％に対し、本校は70.3％であった。 

全ての層で同じような

伸びが見られる。 

埼玉県 越谷市立大袋中学校 

- 73 -



 

     第５章 

その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 経年変化（学力の伸び）を測る埼玉県学力・学

習状況調査の設計やよくあるＱ＆Ａを掲載しま

す。 

 また、授業改善に向けた「主体的・対話的で深

い学び」の視点による質問調査の活用を図る校内

研修資料も紹介します。 

 



１ 学力の経年変化（伸び）を見る調査の設計 

 

（ア） 本調査における学力の捉え方 

    「どのくらい難しい問題に正答できるか」で学力を捉える。  

【イメージ】令和６年度に、ある児童（生徒）が受けた調査問題全体の解答状況 

 〈全 30 問の場合〉（○は正答、×は誤答） 

○○○○○○○○○○○○○○○×○×○○××××○××××× 

                                   

 

 

 

①   学力の捉えについて 

 上の図のように、調査問題全体の中で難しい問題に正答し、易しい問題に誤答

することもあるなど、児童生徒によって正答、誤答のパターンは様々である。そ

こで、どのような学力であれば、どのような解答パターンとなりやすいかという

ことを、統計的手法を用いて推定し、その結果を学力として捉えている。 

②   「問題の難しさ」で学力を捉える理由 

 全国学力・学習状況調査など、正答数（正答率）を学力の指標として使う方式

は「いくつの問題に正答したか」で学力を捉えている。この場合、単一の調査の

中で学力を比べることはできるが、小学校４年生と５年生など出題内容が異なる

調査の結果から学力を比較することは難しくなる。 

 「問題の難しさ」をもとに学力を捉える方式は、次の（イ）に述べる工夫をし、

異なる調査の問題の難しさを比較可能にした上で学力を捉える。 

 

（イ） 年度や学年で、異なる内容の調査結果を比較するための工夫 

 それぞれの調査に「全く同じ問題」を一部出題し、その問題への正答や誤答の 

状況を手掛かりとして、すべての問題について「難しさ」を比較する。 

 

【イメージ】 

  ※  調査Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれの調査問題を、難易度順に整列 

 

 調査Ａ【令和５年度小４】 

 

 

 調査Ｂ【令和５年度小５】 

 

 

 調査Ｃ【令和６年度小５】 

 

 

 易しい問題                       難しい問題  

 

 

 

問１  問２・・・問 10 問 11・・・問 29 問 30 

正答や誤答の状況、個々の問題の難しさをもとに、学力を捉える。 

問１ 問２・・・ 問 10 問 11・・・問 29 問 30 

問１  問２・・・ 問 10 問 11・・・問 31 問 32 

調査Ａの問 11 と
調査Ｂの問 10 は
全 く 同 じ 問 題 を
出題  

調査Ｂの問 29 と
調査Ｃの問 31 は
全 く 同 じ 問 題 を
出題  

易しい問題  難しい問題  
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（ウ） 埼玉県学力・学習状況調査の設計 

  （ア ）、（イ）に基づき、本調査では、以下のような調査設計により問題の難

しさを比較可能にして、それに応じて学力の経年変化(伸び）を見ることとして

いる。 

  

 調査の設計【イメージ】  

 

          令和５年度調査          令和６年度調査

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

      【同じ子供たちの「学力の伸び」】 

     （例）令和５年度の小４と令和６年度の小５ 

 
 
 
                    同じ子供たちの１年後の「学力の伸び」  
 
 
     【異なる年度の同じ学年の子供たちの結果】  
        （例）令和５年度の小５と令和６年度の小５ 

 
 

 

 

中３  

中２  

中１  

小６  

小５  

調査Ｂ 

小４  

調査Ａ 

中３  

中２  

中１  

小６  

小５  

調査Ｃ 

小４  

 

（ ２ ） の 方 法 で 、 令 和 ５

年 度 の 小 ４ と 小 ５ の 問 題

の 難 し さ が 比 較 可 能 と な

るよ う 設計  

※異 なる 年 度の 

同学 年の 難 易度 を 

比較 可能 【 異な る子 供】 

※ 異 なる 年度 の 

異 な る学 年の 難易 度を  

比 較 可能 【同 じ子 供】  

同じ子供や学齢集団の「学力の伸び」 

２  

１  

２  

令和５年度 

小学校４年生 

令和６年度 

小学校５年生 

令和５年度 

小学校５年生 

令和６年度 

小学校５年生 

（ イ）の 方法 で 、令 和５ 年度 と 令和 ６年 度の 問 題の 難し

さ が比 較 可能 とな るよ う設 計 

１  
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（エ） 本調査における「学力の伸び」の捉え方 

  ①  「難易度」について 

 本調査では、学力を「どのくらい難しい問題に正答できるか」で捉えるため

に、調査結果を分析し、全ての問題に難易度を設定している。 

 

 ＜難易度の例＞ 

  ○例１ 計算問題（割り算） 

問題例 問題の難易度 

 ５２÷４      ３ 

 ５．６÷１．４ ４ 

 ０．７÷ ６ 

 

 

  ○例２ 求積の問題  

問題例 問題の難易度 

次の図のような、 

たて、横、高さ 

がそれぞれ２㎝、 

４㎝、５㎝の直 

方体の体積を求 

めましょう。 

 

 

４  

次の図は、三角形の面積を求める 

ために、直線の長さを測って書き 

入れたものです。 

この三角形の面積 

を求めましょう。 

６  

  

 

  ②   「学力のレベル」について 

  様々な難易度の問題を出題し、それに対する正答や誤答の状況を見ることで、

学力を判断している。 

 学力 は、「学力のレベル」で表される。学力のレベルはレベル１からレベル

１２まであるが、各学年の測定は以下の表のように７レベルの間で行っている。  

  

学年  学力のレベル 学年 学力のレベル 

小学校４年生 レベル１～７ 中学校１年生 レベル４～１０ 

小学校５年生 レベル２～８ 中学校２年生 レベル５～１１ 

小学校６年生 レベル３～９ 中学校３年生 レベル６～１２ 

  

小数同士の割り算である。 

結果を 分析し、問 題の難易 度

は「４」となる。 

 整数同士の割り算である。 

 結果を分析し、問題の難易度

は「３」となる。 

小数と 分数の割り 算である 。

結果を 分析し、問 題の難易 度

は「６」となる。 

与えられた数値から

必要な数値を取捨選

択する問題である。 

結果を分析し、問題

の難易度は「６」と

なる。 

与えられた数値全て

を使って体積を求め

る問題である。 

結果を分析し、問題

の難易度は「４」と

なる。 
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 また、それぞれのレベルは、さらに細かく３層（高い順にＡ→Ｂ→Ｃ）に分

かれており、同じレベルの中でもスモールステップで「学力の伸び」が分かる

ようになっている。児童生徒には、学力のレベルはこの小さな層で分けた１－

Ｃから１２－Ａまでの３６段階で提示される。 

     

  ③  「学力の伸び」について 

 本調査では、年度間の学力のレベルの差を「学力の伸び」と捉えている。下

図は、個人結果票の一部を拡大したものである。児童生徒には、学力のレベル

がバーの位置で示される。前年度のバーの位置と、今年度のバーの位置を比べ

ると「学力の伸び」が分かる。 

 「学力の伸び」は学力のレベルを３６段階に分けた中でのレベルの差で測っ

ている。 

  

   ＜学力のレベルの示し方の例（個人結果票の一部）＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ＜個人結果票・   部分を拡大したもの＞ 

R4 の調 査で 測 定 

した 学 力の レベ ル 

（ ９－ Ｂ）  

学 力 の伸 び  

R6 の調 査で 測定  

した 学力 の レベ ル 

（ １０ －Ａ ） R5 の調 査で 測定  

し た 学力 のレ ベル  

（１ ０ －Ｃ ） 

R3 の調 査で 測定  

した 学力 の レベ ル 

（８ － Ｂ）  

＜例＞ 

R5→ R6 の  

学力の伸びは、 

１０－Ｃから 

１０－Ａで 

２となる。 

R2 の 調査 で測 定 

し た学 力 のレ ベル  

（ ７ －Ｂ ） 

H31 の 調査 で測 定 

した 学力 の レベ ル 

（ ６－ Ａ）  
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２ 調査に関するＱ＆Ａ 

 
（ア）調査について 

 
【Ｑ１】 

従来の調査と県学力・学習状況調査とは何が違うのですか。 
 

【Ａ１】 

 従来の調査は、学力を正答率で表すことが多く、調査年度の児童生徒の学力の現状を把

握することには適していますが、実施年度が異なる調査の結果を比較しにくい課題があ

ります。 
 そこで、県学力・学習状況調査では、異なる学年や年度間の問題の難易度を調整して学

力を測定することにより、小学校４年生から、中学校３年生まで、児童生徒たちの学力が

伸びていく様子をより明確に示すことができるようになっています。 
  
 

【Ｑ２】 
県学力・学習状況調査の調査問題は、原則として非公開とされていますが、なぜです

か。 
 

【Ａ２】 

 経年での伸びを測るために、同一の問題を年度を越えて出題する必要があることから、

問題を原則非公開としています。 
 県学力・学習状況調査は、OECD の生徒の学習到達度調査（PISA）や、TOEIC、TOEFL
などと同様の分析手法を使っており、こうしたテストでも問題は原則非公開となってい

ます。 
 なお、県学力・学習状況調査の類似問題等を基に作成した「復習シート」を県教育委員

会ホームページに掲載しています。このシートは、家庭や学校で「学習した内容がしっか

り身に付いているのか」の確認や、「一人一人の学力をさらに伸ばす」ことに活用できま

す。 
（参考・県教育委員会ホームページ） 
 県学力・学習状況調査の「復習シート」について 
 https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/images/fukusyuusi-to2.html 
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（イ）個人結果票の見方について 

 
【Ｑ３】 

例えば、学力のレベル７で考えた場合、小学校４年生の学力のレベル７の児童と、 
中学１年生の学力のレベル７の生徒の学力は、同じと考えてよいのでしょうか。 

 
【Ａ３】 

 県学力・学習状況調査の「学力のレベル」については、学力のレベルが上がるほど難し

い問題を解く力があると考えています。小学校４年生のレベル７と中学校１年生のレベ

ル７では、正答できる問題の難易度は同じです。 

 ただし、小学校４年生の学力のレベル７の児童が中１のレベル７の問題を解けるかと

いうと、解けない問題もあります。これは、学習指導要領により学習内容が定められてい

るため、中学校１年生のレベル７の問題を小４の児童はまだ習っていないためです。 

 
 

【Ｑ４】 
前年度からレベルの数値が１上がると、該当学年内でのレベルの数値は低くても 

「大きな伸びが見られた」とコメントされていますが、なぜですか。 
 

【Ａ４】 

 本調査では、どの学力のレベルの中でも、数値が伸びているのであれば、児童生徒一人

一人に伸びを実感させ、自信をもたせることが重要と考えています。 
 そのため、昨年度の自分と比較して、難易度が１レベルでも高い問題を解けるようにな

ったことを「大きな伸び」と捉えてコメントしています。 
 
 

【Ｑ５】 
例えば、中学校２年生での学力のレベルが５（中学校２年生の中では一番低い学力

のレベル）の場合、学力のレベルが５より下のレベルがつけられない状態になってい
ます。学力のレベルが 5 より下の場合は、どのように記載されますか。 

 

【Ａ５】 

  中学校２年生の調査において学力を測定できる問題の範囲は、レベル５からレベル11

と設定しています。たとえ、問題に１問しか正解しなかったとしても、中学校２年生で

はレベル５の学力がある可能性があるため、レベル５に位置付けられるようになってい

ます。この場合、レベル５を明らかに下回るのは、正答数が０問の場合であり、その場

合は、レベル自体が記載されないこととしています。 
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①今までの 

 学力の変化 

②教科の領域別正答率 

③県平均と比べて 

 時間をかけた問題 

④学習に関するアドバイス 

（ウ）個人結果票の返却について 

 
【Ｑ６】 

個人結果票を児童生徒に返却する際、どんなことを伝えればよいですか。 
 

【Ａ６】 

 本調査は、過去の自分の学力と現在の学力を比較できる設計となっています。一人一人の児童生徒

に対して、学力の変化の状況についての適切な働きかけを行うことにより、今後の学力向上につなげ

ていただきたいと考えています。 
 ①「今までの学力の変化」を確認し、学力が伸びた児童生徒に対しては、④「学習に関するアドバ

イス」を参考にしながら、１年間の頑張りを認めたり、ほめたりすることで、自信をもたせてくださ

い。また、学力が伸びていない児童生徒に対しては、教育相談などを行うことで、つまずきや悩み等

を共有し、取組について丁寧な見取りなどを行うことで、今後の学力向上につなげてください。 

児童生徒の解答状況については、②「教科の領域別正答率」の数値や、③「県平均と比べて時間を

かけた問題」を参考にしてください。これにより、児童生徒が解答に困った、迷ったと考えられる問

題を抽出し、その類似問題の復習を促すことができます。また、「領域別のかけた時間」では児童生徒

が時間をかけた領域を把握することができるため、個々の課題を可視化することができます。調査問

題については、本調査の設計上非公表となっていますが、県ホームページ上に「問題概要」や「復習

シート」（類似問題）を掲載しているので、それらも活用してください。 
返却する際、保護者も同席している場合には、可能な限り時間をかけていただき、児童生徒の「学

力の伸び」やよさや課題を丁寧に伝えてください。そのうえで、伸びたところをほめたり、認めたり

するとともに、苦手領域を中心に家庭学習を充実するよう伝えるようにしてください。 
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（エ）結果帳票について 

【Ｑ７】 
帳票の「2８_各実施主体の調査結果票」の見方についてです。 
線の傾きは何を表していますか。 

 

【Ａ７】 

  この帳票では、同学年の集団の中で、特定の位置にいる児童生徒（75％値に位置する児童生徒、中

央値に位置する児童生徒、25％値に位置する児童生徒）の前年度と今年度の学力を示しています。５

つの点は個人を表すので、集団の変化として捉えるためには、点どうしの幅に着目することが大切で

す。 
  前年度のそれぞれの位置を、今年度と比べることによって、この集団の学力分布の変化が分かりま

す。 

【グラフの見方】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 グラフの縦軸は、学力のレベルを表しています。 
 目盛りは、個人結果票の学力のレベル（１２段階）を表しています。 

 各レベルの間は、Ａ，Ｂ，Ｃの３段階に分かれています。 
 よって、全体では３６段階（１２×３）になります。 
 
       5-A 
       5-B 
       5-C 
 

H31小4 R２小5

3

18

36

上位 25％以上が含まれる 

上位 25％未満～50％以上が含まれる 

上位 50％未満～75％以上が含まれる 

上位 75％未満が含まれる 

Ｒ６ Ｒ５ 
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３ 「主 体的 ・対話 的で 深い 学び」 の視 点に よる質 問調 査 

 

（１）概要 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による

質問調査は、県の事業により、一部の学校で取

り入れている取組で、教員と児童生徒が授業の

振り返りを行うための質問調査です。概要につ

いてお伝えします。 

まずは１か月程度の授業実践をした後に、教

員と児童生徒がそれぞれ質問調査を行います。 

そして質問調査の結果をもとに、「主体的・対話的で深い学び」の視点から見つ

けた授業の良さを共有したり、改善したりする点、その改善方法を検討します。 

その後、共有・検討したことを基に授業改善に取り組み、一定期間の授業実践の

後に再度質問調査を行うことで授業改善の進捗を可視化することができます。 

 

（２）質問調査項目 

質問項目は、「主体的・対話的で深い学び」の視点によるもので、資料左側の教

員用の質問と資料右側の児童生徒用の質問が対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）調査資料（研修用資料サイト掲載）  

「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査に活用するデータは、使用方  

法の説明 PDF 資料とともに県立総合教育センターの HP 内にある、義務教育指導課研

修用資料サイトにアップロードされています。 

 ID やパスワード不要でダウンロードできますので、ぜひご活用ください。 

 

 

主 に 

主 体 的 な

学 び 

主に 

深い学び  

主 に 

対 話 的 な

学 び 

義務教育指導課 研修用資料サイト       

https://ecsweb.center.spec.ed.jp/gimushi/page_20240411093409 
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（４）参考資料 

  
質 問項 目 ２  

主体 的な 学 びに 関す る質 問調 査項 目 です 。こ ち

ら は教 員５ 、児 童 生徒 ４． ４と 高い 数 値と なっ て

い ます 。 

先生 が振 り 返り の場 面を 工夫 し、 継 続的 に設 定
し たこ とが 児童 生 徒に とっ て効 果的 だ った とい う

こ とが 分か りま す 。 

 

質 問項 目 ３  

主 体 的な 学 び に関 す る 質問 調 査 項目 で す 。教 員

は５ 、児童 生徒 の集 計結 果は ２ ．５ と回 答に 幅 があ

りま す 。 

回 答 に 差 が あ る 場 合 は 、 先 生 方 お 気 づ き の と お
り 、残 念 な がら 先 生 のね らい が 児 童生 徒 に 届い て

いな い とい うこ とが わか り、  

指 導 方 法 や 教 材 な ど の 工 夫 改 善 が 必 要 と な り ま

す。  

 

  
質 問項 目 ６  

対話 的な 学 びに 関す る質 問調 査項 目 です 。教 員

の 回答 が１ 、児 童 の回 答が 平均 １． ３で した 。 

この 場合 は 、ま ずは 、教 員が 授業 の 展開 の中 で

「 対話 的な 学び 」 を意 識す る必 要が あり ます 。 

各 教 科 の 資 質 能 力 を 育 成 す る た め に 適 切 な 場 面

で 、対話 的な 学び を 取り 入れ るよ うに しま し ょう 。 
 

質 問項 目 ５  

対 話 的な 学 び に関 す る 調査 で す 。児 童 生 徒の 集

計結 果 は３ ．８ と高 い数 値に 見 えま すが 、Ａ の 児童

生 徒の よ う に５ と 回 答し た子 も い れば 、 Ｄ の児 童

生 徒の よ う に１ と 回 答し た子 も い ると い う 事が 同

じ教 室 の中 でも 起こ り得 ます 。  

児 童 生徒 の 個 々の 回 答 結果 を 確 認す る こ とに よ
っ て、 児 童 生徒 一 人 一人 の学 習 に おけ る 困 り感 や

目に 見 えな い声 を聴 くこ とが で きま す。  

 
研修用資料サイトに掲載されている資料 

児 童 生 徒 用 ・ 教 師 用 質 問 紙 （ word 形 式 ）  質 問 紙 集 計 表（ excel 形 式 ）  

アンケー ト機 能 のあるアプリを 
使 えばすぐに集 計 できそう！  

同 じフォー マットで実 施 すれば 

他 校 との合 同 研 修 も できそう！  

行 を 増 や して 

３ 回 目 ・ ４ 回 目

も実 施 可 能  

振 り返 りを記 入

して改 善 を 

確 か める 

- 84 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           埼玉県学力・学習状況調査報告書  検索  

           http://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html  

 
 
 
 
 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

 
 
 
 

埼玉県マスコット「コバトン」 

 埼玉県学力・学習状況調査キャッチフレーズ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html

